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2 第13回風花祭 大田原キャンパス

図書館イメージキャラクター決定！！

4 研修レポート
海外研修　アメリカ／オーストラリア／ベトナム
韓国研修旅行
福島夏季英語研修

8 小田原キャンパスレポート 第9回
軟式野球部　第29回東日本大学軟式野球選手権大会出場
潮風祭『Challenge ～3年目の挑戦～』

9 大川キャンパスレポート 第14回
作業療法学科1期生　大学生活もいよいよ“最終章”
初の海外研修を発表

月華祭『一致団結～ハートをつなごう。はじめの一歩～』

10 Topics & Columns
北京パラリンピック研修を振り返って／高木理事長、全国私立リハ
ビリテーション学校協議会会長に就任／中国リハビリテーション研
究センター開設20周年記念 第3回北京リハビリテーション・フォ
ーラム／同窓会設立総会／第10回アジア理学療法学会／視能訓練
士養成施設教員研修会／平成20年度看護学科公開学習会／医療福
祉学部フォーラム／サービス管理者研修／2009年度入学試験のお
知らせ／言語聴覚学科同窓会（おおるり会）10周年記念式典／ベ
トナム草の根プロジェクトに参加して／OPST部主催講演会レポー
ト／Mary Evert元米国作業療法士協会会長の特別講義／大学院福
岡ＳＣ「自立支援介護を学ぶ研修会」／福岡リハビリテーション学
部「臨床教育に関するフォーラム」

11 私の主張 第10回　視機能療法学科講師 三柴恵美子
『視能訓練士を取り巻く環境』

13 サークル紹介第5回　女子バレーボール部

14 研究最前線 第7回　保健医療学部言語聴覚学科教授 藤田郁代
『文の理解は脳でどのように行われるか』

15 私のおすすめ本 第10回　小田原保健医療学部看護学科長・在
宅地域ケア研究センター長 島内節
『脳は美をいかに感じるか　ピカソやモネが見た世界』

16 施設インフォメーション
国際医療福祉大学病院／三田病院／熱海病院／山王病院／化研病
院／シーサイドももち

19 福岡看護学部　看護学科が誕生します！
20 医療福祉チャンネル774／

IUHW Hot News「新宿区長 けやき園来訪」風花祭の写真は写真部の
協力をいただきました

風花祭
大田原キャンパス
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K A Z A H A N A - S A I

第13回

10月18日（土）・19日（日）、
大田原キャンパスで
大学祭『風花祭』が行われた。
２日とも晴天に恵まれ、
ストリートや野外ステージは
晴れやかな表情の学生や来場者でいっぱいになった。
今年のテーマは『笑顔のもとに～no more cry～』。
ひとつの笑顔がみんなを幸せにする、
そんな願いがこめられた２日間でした。

sこのIUHWの紙面を飾る
写真部のブース。IUHWの
取材で撮った写真のコーナ
ーも作られており、日頃の
活動をアピール。

図書館イメージキャラクター決定!!
図書館で募集していたイメージキャラクターは、図書委員
会での一次審査を通過した7点を図書館内に掲示、投票を行

い、医療福祉学科3年
川田泉さんの作品「ラ
イブくんとラリーちゃ
ん」が選ばれました。
新井田館長より賞状と
副 賞 の 図 書 カ ー ド
5,000円分が贈呈され
ました。今後図書館HP
などに登場します。

屋外/模擬店
ストリート

工夫を凝らした看板やユニ
フォームでの呼び込みなど
模擬店ストリートはおいし
そうな匂いと熱気で終日盛
り上がった。

野外
ステージ

朝から歌や踊りが続く野外ステージ。観客もいっしょに体を動かし
たり、時には思わず聴き込んでしまったり。何と言っても我らが仲
間のステージをみんなで盛り上げる一体感が魅力です。

屋内展示
室内はさまざまなサークルの発
表の場。
真剣な表情と終わった後のほっ
とした表情が印象的。

オープンキャンパス
オープンキャンパスも同時開催。
各学科の体験コーナーでは日頃の学習内容などを

楽しくガイダンス。



小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科

森
　
真
喜
子

参
加
者
は
大
田
原
、
小
田
原
、
大
川
の
３
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
集
合
体
、
私
は
本
学
で
は
新

任
と
い
う
状
況
の
下
、
出
発
時
の
成
田
空
港
か

ら
既
に
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
始
ま

っ
て
い
た
。
研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
報
告
書

に
譲
る
が
、
今
年
６
月
オ
ー
プ
ン
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

大
学
病
院
で
は
、
初
の
海
外
研
修
受
け
入
れ
と

の
こ
と
で
大
変
な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
を
記
し

て
お
き
た
い
。

今
回
、
私
は
参
加
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
成

立
し
た
の
だ
。
違
和
感
を
感
じ
た
内
容
を
う
や

む
や
に
せ
ず
、
言
語
的
に
表
現
し
合
う
こ
と
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
時
に
緊
張
が
高
ま
り
、

苦
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
徹
底
的
に
話
し
合

っ
た
後
は
笑
顔
で
肩
を
叩
き
合
っ
て
い
た
。
こ

う
い
っ
た
能
力
や
体
験
は
、
将
来
彼
女
達
が
医

療
福
祉
の
専
門
職
と
し
て
働
く
時
、
必
ず
生
か

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
、
非
常
に
頼

も
し
い
。

こ
の
よ
う
に
内
容
豊
か

な
海
外
研
修
を
安
全
に
満

喫
で
き
た
の
は
、
準
備
か

ら
研
修
中
の
サ
ポ
ー
ト
ま

で
丁
寧
に
関
わ
っ
て
下
さ

っ
た
ミ
レ
ニ
ア
社
の
皆
様

と
、
国
際
部
を
は
じ
め
と

す
る
大
学
関
係
者
の
皆

様
、
海
外
保
健
福
祉
事
情

の
授
業
を
ご
担
当
の
先
生

方
の
ご
尽
力
の
お
陰
と
、

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
研
修

理
学
療
法
学
科
２
年
　
　
小
澤
　
春
香

ア
メ
リ
カ
研
修
に
行
っ
て
、
日
本
と
の
違
い

を
感
じ
た
。
例
え
ば
日
本
で
は
医
療
負
担
が
少

な
く
、
入
院
は
長
期
療
養
型
で
看
護
師
一
人
に

対
す
る
患
者
の
比
率
が
大
き
い
た
め
、
看
護
師

の
負
担
が
大
き
い
。
一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
保
険

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
医
療

負
担
が
大
き
い
。
入
院
は
短
期
集
中
型
で
看
護

師：

患
者
＝
１：

１
〜
３
と
看
護
師
の
負
担
も

少
な
く
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
る
。
今
ま
で
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
日
本
医
療
の
長
所
と
短

所
を
学
ん
だ
。
病
院
見
学
し
た
時
は
、
医
療
従

事
者
の
方
々
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
や
説
明
を
し

て
く
れ
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て
い
て
、
と
て
も
生
き
生
き
と
働
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
施
設
の
利
用
者
さ
ん
と

の
会
話
は
、
英
語
で
の
会
話
が
少
し
し
か
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
し
、
自
由
行
動
で
は

バ
ス
や
地
下
鉄
の
利
用
や
買
い
物
な
ど
で
、
地

元
の
人
と
の
交
流
や
ア
メ
リ
カ
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
研
修
で
の
様
々
な
経
験
を
生
か

せ
る
よ
う
に
、
自
分
の
目
標
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
得
た
も
の
」

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
　
２
年

林
　
翔
太

初
め
て
行
く
外
国
、
初
め
て
す
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
初
め
て
会
う
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
た
ち
。

空
港
に
着
く
ま
で
、
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
で
あ

ろ
う
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
像
し
て
は
、
期
待

と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
気
持
に
な
っ
た
。
空

港
で
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
達
と
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
た
。
初
め
は
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
同
士
で

か
た
ま
っ
て
行
動
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
、
仲
良
く
な
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
に
通
い
、
英
語
を

学
ん
だ
。
ク
ラ
ス
に
は
様
々
な
国
の
人
が
い
た

が
、
英
語
を
話
す
こ
と
で
お
互
い
を
理
解
し
、

友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
毎
日
慣
れ
な
い
英
語
で
苦

労
し
な
が
ら
も
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
涙
を
流
し
て
い
た
。
医
療
、
福

祉
施
設
で
は
日
本
の
そ
れ
と
は
異
な
る
部
分
を

実
際
に
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
。

こ
の
２
週
間
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
を
し
た
。

そ
れ
で
も
み
ん
な
笑
顔
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
は
、
充
実
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。

多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
こ
の
研
修
で
得
た

も
の
は
と
て
も
大
き
く
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。

『
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
不
思
議
』

保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
　

松
澤
和
正

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
に
参
加
し
た
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研修
＆
実習

Report of training 
and practice
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U.C.L.A病院のICU。
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Report of training and practice 2008 U n i t e d  S t a t e s  o f  A m e r i c a ,  A u s t r a l i a ,  V i e t n a m ,  K o r e a ,  E n g l i s h  C a m p研修＆実習 in 2008

●アメリカ

●オーストラリア

●ベトナム

●韓国

●英語研修

A：アメリカ研修、ロボット研究の現場
B：オーストラリアにて
C：本校看護学科卒業生のヒエンさん姉妹と
D：メコン川にてジャングルクルーズ
E：カリフォルニアのディズニーランド。
F：オーストラリアの海岸

A
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D
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国
語
で
行
い
ま
し
た
が
、
ス
ラ
イ
ド
は
英
語
の

た
め
、
本
学
の
学
生
に
は
か
な
り
大
変
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
高
麗
大
は
全
学
部
に
お
い
て
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
七
五
〇
点
以
上
と
い
う
卒
業
条
件
が

あ
る
そ
う
で
、
そ
の
後
の
交
流
会
で
も
英
語
力

の
差
に
圧
倒
さ
れ
、
英
語
不
足
が
悔
や
ま
れ
た

経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

次
は
延
世
大
学
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
で
す
。
延

世
大
学
は
日
本
の
慶
応
大
学
の
よ
う
な
大
学
で
、

総
学
生
数
は
五
万
人
以
上
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

も
ま
た
巨
大
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
大
長
は

約
四
キ
ロ
だ
そ
う
で
す
。
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
は

大
学
病
院
の
本
院
で
ベ
ッ
ド
数
は
二
千
床
以
上

も
あ
り
ま
す
。
二
一
階
建
の
本
館
と
そ
の
周
り

に
複
数
の
専
門
疾
患
棟
が
あ
り
、
広
大
な
の
で

病
院
敷
地
内
に
は
小
さ
な
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
複

数
台
で
巡
回
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
が
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。
画
像
診
断
部

で
は
、
朝
七
時
か
ら
二
三
時
ま
で
完
全
二
交
代

制
の
連
続
稼
動
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
本

邦
で
は
実
例
が
な
い
ほ
ど
多
く
の
検
査
件
数
で

し
た
。
し
か
し
、
大
変
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に

構
成
さ
れ
て
お
り
、
技
師
の
方
々
は
焦
る
こ
と

な
く
業
務
を
こ
な
し
、
学
生
に
は
優
し
い
英
語

を
使
っ
て
親
切
に
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
偶
々

実
習
に
来
て
い
た
他
学
の
放
射
線
技
師
を
目
指

す
学
生
と
交
流
が
あ
り
、
互
い
の
学
生
生
活
や

国
家
試
験
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
日
本
語
の
通
訳
が
出
来
る
技
師
さ
ん
を
交

え
て
大
変
貴
重
な
交
流
が
持
て
ま
し
た
。

韓
国
の
学
生
の
年
齢
は
三
年
生
で
二
五
歳
く

ら
い
で
す
。
そ
れ
は
徴
兵
制
が
あ
る
た
め
で
、

毎
年
面
倒
を
み
て
く
れ
る
高
麗
大
の
ユ
ン
君
も

十
月
か
ら
入
隊
と
い
う
こ
と
で
、
韓
国
の
厳
し

い
面
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

食
事
で
は
、
私
が
韓
国
料
理
の
中
で
最
も
お

勧
め
す
る
「
サ

ン
パ
ブ
」
と
い

う
料
理
を
皆
で

食
べ
に
行
っ
た

り
、
買
い
物
を

し
た
り
、
充
実

し
た
研
修
だ
っ

た
と
思
い
ま

す
。

英
語
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、British

H
ills

（
福
島
県
天
栄
村
）
に
て
、
九
月

初
旬
、
三
泊
四
日
で
英
語
の
授
業

を
受
け
、
英
語
で
生
活
を
送
る
夏

季
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
看
護
学
科
四
名
、
理
学
療

法
学
科
一
名
、
作
業
療
法
学
科
四

名
、
視
機
能
療
法
学
科
一
五
名
、

薬
学
科
二
名
の
計
二
六
名
で
し
た
。

今
年
は
参
加
者
全
員
が
元
気
な
一

年
生
の
女
子
で
、
最
初
か
ら
最
後

ま
で
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
で
の
事
前
、
事
後
学
習
を
含
め
る
と
、

六
日
間
の
長
い
研
修
で
し
た
が
、
得
た
も
の
は

大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
保
健
医
療
学
部
作
業

慮
法
学
科
の
秋
場
智
子
さ
ん
の
感
想
で
す
。
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学
生
諸
君
は
計15

名
で
、
専
門
分
野
も
異
な
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
も
分
散
し
て
い
た
。
始
め
か
ら
な

ん
ら
か
の
「
異
文
化
」
接
触
に
近
い
も
の
を
互

い
に
感
じ
た
は
ず
だ
が
杞
憂
で
あ
っ
た
。
ま
と

ま
り
は
よ
く
、
皆
快
活
で
、
な
に
よ
り
毎
日
を

楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
た
。

今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
昨
年
度
と
は

異
な
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
ほ
ぼ
全
日
程
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
（
昨
年
は
こ
の
半
分
）。
到
着
し

た
日
の
翌
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
、

そ
こ
か
ら
英
会
話
学
校
に
通
い
つ
つ
様
々
な
医

療
福
祉
施
設
の
見
学
も
行
い
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
最

終
日
ま
で
続
く
。
英
語
も
お
ぼ
つ
か
な
い
な
か
、

い
き
な
り
で
、
し
か
も
長
期
と
な
っ
て
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
と
思
案
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
取
越

し
苦
労
だ
っ
た
。
毎
日
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

作
っ
て
も
ら
っ
た
特
大
の
昼
食
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
元
気
に
笑
っ
て
い
る
（
ほ
ん
と
う
は
疲
れ

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
‥
）。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
（
言

葉
は
悪
い
が
）
居
候
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
肩

身
が
狭
い
。
そ
の
上
に
言
葉
も
不
自
由
な
外
国

で
の
居
候
で
あ
る
。
そ
れ
を
楽
し
ん
で
し
ま
う
、

こ
れ
は
「
若
さ
」
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
、

た
だ
私
は
う
ら
や
ま
し
く
ま
た
頼
も
し
く
感
じ

た
し
だ
い
で
あ
る
。

「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」

保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
教
員
　

秋
山
純
和

学
生
も
引
率
の
私
も
初
め
て
の
ベ
ト
ナ
ム
で

あ
っ
た
が
、
滞
在
中
は
チ
ョ
ウ
ラ
イ
病
院
諸
先

生
の
好
意
に
よ
り
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
学
生
達
は
、
当
地
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
英
語

で
説
明
を
受
け
、
当
初
戸
惑
っ
て
い
た
が
次
第

に
単
語
レ
ベ
ル
か
ら
向
上
し
、
２
〜
３
日
す
る

と
努
力
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
若
者
の
能
力
の

高
さ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
学

生
達
は
、
慣
れ
て
い
く
に
従
い
積
極
的
に
集
中

治
療
室
で
シ
ー
ツ
交
換
、
理
学
療
法
の
手
伝
い

を
申
し
出
て
、
行
い
、
不
明
な
点
は
質
問
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
海
外
の
病
院
で
、

集
中
治
療
室
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
、

当
学
が
協
力
し
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
事

業
な
ど
を
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
勉
強
の
面
で

も
良
い
動
悸
付
け
に
な
り
、
ま
た
、
専
門
職
に

な
る
意
欲
が
高
め
ら
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
日

本
と
異
な
る
状
況
の
医
療
機
関
の
集
中
治
療
室

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
実
際
に
対
象
者

の
治
療
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
貴
重
な

体
験
で
あ
る
と
感
じ
た
。
引
率
教
員
自
身
も
た

く
さ
ん
の
疾
病
、

障
害
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
接
し
、
自
分

自
身
の
勉
強
に
な
っ
た
。

二
週
間
を
一
言
で
表
す
と
…

「
学
び
・
人
の
温
か
さ
・
絆
」

保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
二
年
　

石
闢
未
沙
　

今
年
か
ら
本
校
・
小
田
原
・
大
川
の
合
同
研

修
に
な
り
、
最
初
は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
し

か
し
共
に
過
ご
し
、
学
び
、
協
力
し
合
っ
て
い

く
に
つ
れ
て
、
初
日
の
ぎ
こ
ち
な
さ
が
嘘
の
よ

う
に
仲
良
く
な
っ
て
い
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
驚
き
の
連
続
で
、
街
中
は
車

や
バ
イ
ク
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
響
き
、
交

通
規
則
は
あ
ま
り
守
ら
れ
て
な
い
様
子
で
、
こ

れ
も
道
徳
や
教
育
が
不
十
分
な
点
で
未
だ
に
発

展
途
上
国
な
の
か
な
と
感
じ
た
。
ま
た
病
院
で

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
寝
て
い
る
患
者
や
一

つ
の
器
具
に
対
し
、
複
数
の
患
者
が
使
用
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

研
修
の
他
に
、
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
や
メ
コ
ン
川

ク
ル
ー
ズ
な
ど
に
も
行
っ
た
り
、
ベ
ト
ナ
ム
料

理
や
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
た
り
し
て
様
々
な
文
化

を
感
じ
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
最
終
日
の

「JA
PA
N
D
A
Y

」
で
は
、
皆
で
頑
張
っ
て
練

習
し
た
ダ
ン
ス
の
発
表
や
手
作
り
の
日
本
料
理

に
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
。
チ
ョ
ー
ラ
イ
病

院
を
は
じ
め
と
す
る
、
温
か
い
笑
顔
で
私
達
を

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
や
引
率
の

秋
山
先
生
と
14
人
の
仲
間
達
へ
…C

am
on

nhieu!!

（
本
当
に
あ
り
が
と
う
）

最
後
に
こ
の
研
修
で
得
た
も
の
を
自
分
の
今
・

将
来
の
生
活
に
生
か
し
た
い
と
思
う
。

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　

卒
業
研
究
「
韓
国
研
修
旅
行
」

今
年
も
放
射
線
・
情
報
科
学
科
の
山
本
研
究

室
恒
例
行
事
で
あ
る
「
韓
国
研
修
旅
行
」
を
九

月
七
日
か
ら
十
日
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
九

人
の
学
生
と
目
指
す
訪
問
先
は
高
麗
大
学
と
延

世
大
学
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
で
す
。

高
麗
大
学
は
日
本
の
早
稲
田
大
学
に
医
学
部

が
あ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
総
学
生
数
は

四
万
人
近
く
も
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
四
つ

に
分
か
れ
て
い
て
、
今
回
は
本
校
（
主
に
文
系

と
教
養
系
）
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
本
校
の
印

象
は
、
大
き
い
・
綺
麗
・
ハ
イ
テ
ク
と
驚
く
ば

か
り
で
す
。
建
物
は
全
て
お
城
の
よ
う
な
建
物

で
統
一
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
保

健
医
療
系
は
別

の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
一
五
分

く
ら
い
の
距
離

で
す
。
今
年
は

互
い
の
学
生
の

研
究
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。

発
表
自
体
は
母
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English Summer Camp     Tomoko Akiba (OT)

I had a good time at British Hills this summer. I found

some classes very enjoyable. For example, I enjoyed

making scones with chocolate chips, coconuts and

nuts in the cooking class. I succeeded in my first expe-

rience of baking scones. I also enjoyed playing snook-

er in class. I had never played it before, but I won the

game. I want to play it again. In my free time, I went to

the pub with my friends and teachers. We played some

games, drank non-alcoholic cocktails and talked with

staff in English. I couldn’t understand everything, but

I could talk with them. I was happy when they under-

stood my English. Finally, I was able to make friends

from other departments at IUHW. We enjoyed shop-

ping, playing sports and talking to each other very

much. To conclude, I had many precious and enjoyable

experiences at British Hills this summer.

英
語
研
修

E
nglish

C
am

p



小
田
原
保
健
医
療
学
部
軟
式
野
球
部

第
二
九
回
東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
出
場
！

八
月
二
七
日
（
日
）
か
ら
始
ま
っ
た
、
全
日

本
大
学
軟
式
野
球
連
盟
南
関
東
一
部
秋
季
リ
ー

グ
の
最
終
戦
が
、
一
〇
月
一
二
日
（
日
）
に
神

奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
野
球
場

で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
冷
た
い
風
が
吹
く
中
、
熱
い
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
惜
し
く
も
、
本
学
部
は
〇

対
三
で
東
海
大
学
に
敗
れ
た
も
の
の
、
秋
季
リ

ー
グ
戦
七
勝
三
敗
と
い
う
好
成
績
を
収
め
見
事

リ
ー
グ
戦
二
位
と
大
健
闘
し
、
東
日
本
大
学
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
出
場
の
栄
光
を
つ
か
ん
だ
。

小
田
原
保
健
医
療
学
部
軟
式
野
球
部
は
結
成

三
年
目
で
昨
年
度
連
盟
に
新
加
盟
し
、
今
年
一

部
に
昇
格
し
た
ば
か
り
で
の
快
挙
と
な
っ
た
。

東
日
本
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
は
一
一
月
一
〇

日
（
月
）
か
ら
一
五
日
（
金
）、
千
葉
県
青
葉
の

森
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
野
球
場
で
行
わ
れ
る
。
今

年
度
新
た
に
新
入
部
員
を
迎
え
て
よ
う
や
く
二

五
名
と
な
っ
た
小
さ
な
軟
式
野
球
部
の
見
せ
る

大
き
な
活
躍
に
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

第
三
回
潮
風
祭

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
〜
三
年
目
の
挑
戦
〜
」

一
〇
月
一
八
日
（
土
）
・
一
九
日
（
日
）、
第

三
回
潮
風
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
〜
三
年
目
の
挑
戦

〜
」。
テ
ー
マ
に
は
「
昨
年
ま
で
の
二
年
間
の
良

さ
を
残
し
つ
つ
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
し
て
い

こ
う
！
」
と
い
う
学
生
た
ち
の
熱
い
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。「
学
生
だ
け
で
な
く
、
来
場
者

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
」
と
実

行
委
員
を
中
心
に
学
生
た
ち
は
夏
休
み
を
返
上

し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

迎
え
た
初
日
、
多
く
の
来
場
者
の
足
を
と
め

る
こ
と
と
な
っ
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
大
階
段
の

装
飾
。
そ
の
階
段
を
昇
り
、
二
階
ラ
ウ
ン
ジ
に

行
く
と
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
思
わ
せ
る
か
わ
い
ら

し
い
お
菓
子
の
装
飾
が
来
場
者
を
出
迎
え
た
。

学
祭
で
は
定
番
の
屋
台
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
潮
風
祭
恒
例
と
な
っ
た
「
大
抽
選
会
」
や

「
サ
ー
ク
ル
№
１
決
定
戦
」
を
は
じ
め
、
軽
音
部

や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
の
ラ
イ
ブ
演

奏
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
教
育
後
援
会
特
別
講

演
と
し
て
「
小
田
原
の
歴
史
と
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
小
田
原
市
教
育
委
員
会
の
塚
田
順
正
氏
に

よ
る
講
演
も
行
わ
れ
た
。

続
く
二
日
目
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
海
外
保
健
福
祉
事
情
発
表
会
」、「
バ
レ
ー
部
招

待
試
合
」
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
今
年
度
は
初
の
試

み
と
な
る
「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」
も
開
催
さ
れ
、
開

場
前
か
ら
来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
作
る
ほ
ど
の
大

盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。「
海
外
保
健
福
祉
事
情
発

表
会
」
で
は
、
学
生
が
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
各

国
で
、
医
療
・
福
祉
機
関
に
お
い
て
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
の
指
導
の
下
、
研
修
を
行
っ
た
際
の
発
表
の

他
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
修
の
展
示
発
表
が

行
わ
れ
た
。
学
生
た
ち
の
発
表
か
ら
は
、
真
剣
に

研
修
に
取
り
組
む
姿
が
感
じ
ら
れ
た
。
発
表
の
最

後
に
は
、「
こ
の
一
五
日
間
の
経
験
は
一
生
忘
れ

な
い
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
医
療
・
福
祉
機
関
で

の
貴
重
な
体
験
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
研
修
を

通
し
て
、
接
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
が
何
事
に
も
代
え

が
た
い
経
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
両
日
を
通
し
て
行
わ
れ
た
、
福
祉
施

設
の
出
店
で
は
、
近
隣
福
祉
施
設
の
団
体
と
本

学
部
の
学
生
が
一
緒
に
焼
き
菓
子
等
の
販
売
を

行
っ
た
り
、
昨
年
、
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
の
絵
画
個
展
を
開
い
た
り
と
、
近
隣
福
祉
団

体
と
の
交
流
を
深
め
た
。

さ
ら
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
ブ

ー
ス
で
は
、
保
健
指
導
、
血
糖
値
測
定
や
、
メ

タ
ボ
チ
ェ
ッ
ク
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
検
査
を
行
っ

た
。
中
で
も
血
液
サ
ラ
サ
ラ
検
査
は
多
く
の
来

場
者
の
関
心
を
集
め
、
予
約
待
ち
が
出
る
ほ
ど

の
大
盛
況
と
な
っ
た
。
保
健
指
導
で
は
看
護
学

科
の
学
生
が
測
定
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
熱
海

病
院
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
が
行
わ
れ
、
看

護
学
科
学
生
と
の
良
い
交
流
の
機
会
と
な
っ
た

よ
う
だ
。
そ
の
他
に
も
各
学
科
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
入
試
対
策
講
座
な
ど
に
多
く
の
方
々
が
参

加
し
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

一
般
公
開
後
の
後
夜
祭
で
は
小
田
原
保
健
医

療
学
部
の
伝
統
と
な
り
つ
つ
あ
る
、
学
科
別
発

表
が
行
わ
れ
た
。
学
科
別
発
表
で
は
、
教
員
を

審
査
員
に
招
き
、
各
学
科
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
た
合
唱
を
披
露
し
た
。
今
年
は
、
演
出
に

も
工
夫
が
見
ら
れ
、
合
唱
と
共
に
、
寸
劇
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
り
、
潮
風
祭
準
備
や
合
唱
の
練

習
を
収
め
た
ス
ラ
イ
ド
が
流
さ
れ
た
り
と
、
各

学
科
の
個
性
溢
れ
る
発
表
に
笑
い
あ
り
、
涙
あ

り
の
感
動
的
な
発
表
会
と
な
っ
た
。
後
夜
祭
の

最
後
に
は
、
第
三
回
潮
風
祭
実
行
委
員
長
を
務

め
た
、
作
業
療
法
学
科
二
年
波
闢
隹
代
さ
ん
が
、

在
学
生
を
前
に
、「
今
回
の
大
学
祭
が
成
功
し
た

の
も
、
協
力
し
て
く
れ
た
み
ん
な
の
お
か
げ
で

す
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、
今
年
の
大
学

祭
は
幕
を
閉
じ
た
。

今
回
の
潮
風
祭
を
通
し
て
、
普
段
の
学
生
生

活
と
は
違
っ
た
学
生
た
ち
の
一
面
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
学
生
た
ち
の
溢
れ
る
活
力
と
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔
に
、
完
成
年
度
を
迎
え
る

来
年
へ
の
更
な
る
成
長
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ

る
。

（
学
務
課
　
磯
崎
真
弓
）
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開
学
か
ら
、
四
度
目
の
冬
を
目
前
に
、
当
学

部
の
完
成
年
次
も
残
り
四
ヶ
月
と
な
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
作
業
療
法
学
科
一
期
生
達
は
、
来
年

三
月
一
三
日
の
卒
業
に
向
け
、
い
よ
い
よ
大
学

生
活
の
〝
最
終
章
〞
を
迎
え
る
。

入
学
以
来
、
先
輩
の
い
な
い
状
況
で
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
着
実
に
成
長
し
、
伝
統
を
創

り
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
発
信
の

時
が
近
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
〝
最
終

章
〞
に
も
、〝
国
家
試
験
〞
と
い
う
大
き
な
関
門

が
待
ち
受
け
る
。
冬
の
寒
さ
と
共
に
、
こ
の
難

関
を
乗
り
越
え
、
歓
喜
の
春
を
迎
え
て
も
ら
い

た
い
。
そ
ん
な
作
業
療
法
学
科
一
期
生
達
の
現

状
報
告
と
同
時
に
、
エ
ー
ル
を
送
る
。

作
業
療
法
学
科
　
長
期
臨
床
実
習
終
了
！

平
成
二
〇
年
五
月
よ
り
始
ま
っ
た
作
業
療
法
教

育
の
最
終
段
階
と
も
い
え
る
長
期
臨
床
実
習
が
、

一
一
月
七
日
で
終
了
す
る
。
三
期
に
設
定
し
た
各

期
八
週
の
実
習
の
う
ち
、
一
期
生
四
四
名
の
各
学

生
が
二
週
間
の
実
習
を
終
え
た
こ
と
と
な
っ
た
。

学
生
達
は
、
各
期
を
終
了
し
大
学
に
も
ど
っ
て
く

る
ご
と
に
、
あ
の
三
年
前
の
あ
ど
け
な
さ
の
残
る

表
情
か
ら
徐
々
に
凛
々
し
さ
を
増
し
、
医
療
福
祉

に
携
わ
る
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
さ
え
感
じ
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
臨
床
実
習
指
導
者
を
は
じ

め
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
、
患
者
さ
ん
に
対

し
て
作
業
療
法
評
価
お
よ
び
治
療
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
は
、
緊
張
の
連
続
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
臨
床
実
習
指
導
者
の
実
践
か

ら
基
本
的
技
能
を
習
得
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
学
内
の
座
学
・
演
習
で
の
知
識
・
技
術
だ
け

で
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
幾
度
と
な
く
挫
折
感
を
体

験
し
て
き
た
と
思
う
。
作
業
療
法
の
現
場
で
は
、

心
身
に
障
害
を
も
つ
人
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
目

標
に
、「
心
」
と
「
体
」
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

か
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
応
用
的
な
専
門
知

識
・
技
術
、
そ
し
て
態
度
面
を
含
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
等
に
よ
る
問
題
解
決
能
力
を
要

求
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
学
生
達
は
、
苦
心
し
な
が

ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
自
己
決
定
し
、

課
題
の
克
服
に
努
め
て
き
た
。
そ
し
て
多
く
の
成

功
体
験
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得
る

達
成
感
、
充
実
感
が
学
生
達
の
自
信
に
繋
が
り
た

く
ま
し
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。

国
家
試
験
の
合
格
は
、〝
新
た
な
出
発
点
〞

に
立
つ
こ
と
で
あ
る
！

学
生
達
は
、
長
期
臨
床
実
習
を
終
え
る
と
、

安
堵
す
る
間
も
な
く
、
次
の
大
き
な
関
門
〝
国

家
試
験
〞
に
向
か
っ
て
の
勉
学
に
突
入
す
る
。

就
職
活
動
の
な
か
、
落
ち
着
か
な
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
心
機
一
転
、
来
年
三
月
一
日
の
国
家

試
験
へ
も
う
一
度
奮
起
を
期
待
し
た
い
。

今
、
卒
業
と
い
う
一
つ
の
目
的
地
点
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
い
る
学
生
達
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
国
家
試
験
の
合
格
は

〝
新
た
な
出
発
地
点
〞
だ
と
考
え
て
い
る
。
作
業

療
法
士
を
目
指
し
て
き
た
学
生
達
に
と
っ
て
、

真
の
作
業
療
法
士
へ
の
新
た
な
出
発
点
な
の
で

あ
る
。
一
つ
の
山
を
越
え
た
な
ら
、
そ
こ
か
ら

下
を
見
下
ろ
す
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
び
え

る
高
い
山
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

作
業
療
法
学
科
一
期
生
の
諸
君
、
来
春
〝
新

た
な
出
発
点
〞
に
皆
で
立
つ
の
だ
！
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「
初
の
海
外
研
修
を
発
表
」
事
務
部
高
山
奈
弥

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
一
〇
月
九

日
、「
平
成
二
〇
年
度
海
外
研
修
発
表
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
学
部
と
し
て
は
、
初
め
て
の
海
外
研
修

と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
、
韓
国
の
五
ヶ
国
で
の
研
修
に
、
合
計
三

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
で
の
研
修
は
、

本
学
部
単
独
の
企
画
と
な
り
、
本
校
と
し
て
も
同
国

で
の
研
修
の
実
施
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

発
表
会
に
は
、
一
、
二
年
生
を
中
心
と
し
た
約
四

〇
〇
名
の
学
生
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
に
参
加

し
た
代
表
者
が
、
病
院
や
福
祉
施
設
で
の
見
学
内
容
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
報
告
、
研
修
で
得
ら
れ
た
成

果
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

海
外
の
医
療
現
場
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た

経
験
や
、
各
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
情
、
現

地
の
学
生
と
の
交
流
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
が
発
表

さ
れ
、
学
生
達
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
記
念
し
て
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
も
参
加
し
た
中
国
で
の
研
修
で

は
、
作
業
療
法
学
科
三
年
の
岩
瀬
佐
保
里
さ
ん
が
、

「
日
本
と
中
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

違
い
や
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
に

賭
け
る
情
熱
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
、
知
識

や
人
脈
、
感
動
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
原
動
力
に
な

る
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

「
月
華
祭
」

大
学
祭
実
行
委
員
長
　
作
業
療
法
学
科
三
年

安
武
哲
宏

一
〇
月
二
五
日
、
二
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
大
学
祭

「
月
華
祭
」
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
『
一
致
団
結
〜
ハ
ー
ト
を
つ
な
ご
う
。
は
じ
め
の

一
歩
〜
』。
大
川
市
に
開
設
さ
れ
て
四
年
目
の
リ
ハ
学

部
の
学
生
と
し
て
、
さ
ら
に
地
元
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
リ
ハ
学
部
の
学
生
一
同
が
、
大
川

市
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
新
た
な
伝
統
を
築
き
上

げ
た
い
と
い
う
想
い
が
こ
の
テ
ー
マ
に
は
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

月
華
祭
で
は
、「
バ
ン
ド
演
奏
」「
ミ
ス
?!
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
「C

O
O
L

M
.B

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」

「
え
ほ
ん
の
こ
み
ち
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
の
ど
自
慢
大
会
」
で
は
、
私
た

ち
と
、
同
世
代
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
も
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
き
ら
き
ら
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
川
市
に
あ

る
障
が
い
児
を
持
つ
親
の
会
（
め
ぶ
き
会
）
の
子
ど

も
た
ち
と
学
生
に
よ
る
合
唱
も
行
い
ま
し
た
。
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
、
多
く
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

新
企
画
と
し
て
、
紙
コ
ッ
プ
に
ろ
う
そ
く
を
立
て

る
〝
灯
明
〞
で
大
川
市
と
大
学
の
結
び
つ
き
を
表
現

し
ま
し
た
。
全
学
生
、
大
川
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
目
標
四
〇
〇
〇
個
を
は
る
か
に
上
回
る
灯

明
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習
や
レ
ポ
ー
ト

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
皆
を
統
括
し
て
く
れ
た
三
年
生

を
は
じ
め
、
最
後
ま
で
笑
顔
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

く
れ
た
一．

二
年
生
、
そ
し
て
大
学
祭
実
行
委
員
に

大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

先
も
、
学
生
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
大
学
祭
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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今
後
は
さ
ら
に
同
窓
生
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
医

療
福
祉
の
向
上
、
母
校
の
発
展
充
実
の
た
め
に
新

同
窓
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
同
窓
会
事
務
局
（
本
校
学
生
課
内
））

残
暑
の
中
、
八
月
三
〇
日
〜
三
一
日
の
二
日
間
、

「
第
十
回
ア
ジ
ア
理
学
療
法
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際

会
議
場
は
、
日
本
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の

参
加
者
三
千
人
以
上
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

各
国
の
理
学
療
法
を
取
り
巻
く
様
々
な
状
況
や

課
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
通
し
て
、
共
感
し

合
い
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た

り
理
学
療
法
士
と
し
て
互
い
に
協
力
し
て
い
く
気

持
ち
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
長
は
本
学
保
健
学
部
長
の
丸
山
仁
司
先
生

が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
長
に
よ
る
初
日
の
基

調
講
演
を
は
じ
め
と
し
て
、
記
念
公
演
で
は
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
西
太
平
洋
事
務
局
長
の

尾
身
茂
先
生
を
お
招
き
し
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
韓
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
日
本
の
理
学
療
法
協
会
の
代
表
よ
り
、

現
在
の
各
国
の
理
学
療
法
に
関
わ
る

問
題
を
中
心
に
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
国
の

学
生
に
よ
る
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
Ｃ

Ｂ
Ｒ
な
ど
実
際
の
理
学
療
法
士
に
よ

る
各
国
で
の
活
動
を
中
心
に
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
さ

ら
に
は
、
約
七
百
も
の
口
頭
及
び
ポ

ス
タ
ー
発
表
に
よ
っ
て
、
参
加
し
た

人
た
ち
が
心
を
通
い
合
わ
せ
る
こ
と

「
第
十
回
ア
ジ
ア
理
学
療
法
学
会
」

開
催

が
で
き
た
貴
重
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
理
学

療
法
学
科
　
倉
本
Ａ
亜
美
）

八
月
二
八
・
二
九
日
の
二
日
間
、
日
本
視
能
訓

練
士
養
成
施
設
連
絡
協
議
会
「
第
一
回
教
員
研
修

会
」
が
大
学
院
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
本
協
議
会
は
、「
視
能
訓
練
士
養
成

に
関
し
て
連
絡
、
協
議
し
、
教
育
の
向
上
、
発
展

を
期
す
る
事
を
目
的
と
」
し
て
設
立
さ
れ
、
昨
年

度
か
ら
新
井
田
学
科
長
が
会
長
と
な
り
、
視
機
能

療
法
学
科
で
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

今
回
、
第
一
回
の
記
念
と
し
て
、
日
本
の
視
能
訓

練
士
第
一
号
で
あ
る
川
村
緑
先
生
に
貴
重
な
ご
講
演

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
後
、
各
養
成
校

教
員
が
知
識
と
知
恵
を
持

ち
寄
っ
て
専
門
課
程
の
指

導
教
案
を
作
成
す
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

だ
。
若
い
教
員
も
多
く
、

最
初
は
戸
惑
い
も
見
ら
れ

た
が
、
共
通
の
悩
み
の
存

在
に
安
心
し
、
次
第
に
打

ち
解
け
る
中
か
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
に
な

り
、
発
表
会
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
の
コ
ツ
な
ど
が

学
べ
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。
夜
に
は
同
会

場
で
懇
親
会
も
お
こ
な
わ
れ
、
各
校
の
お
国
自
慢
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
始
し
た
。
参
加
者
の
感

想
も
概
ね
好
評
で
あ
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
の
指
導

ス
キ
ル
・
マ
イ
ン
ド
の
向
上
の
た
め
に
研
修
を
続
け

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
視
機
能
療
法
学
科
　
小
町
祐
子
）

「
視
能
訓
練
士
養
成
施
設
教
員
研
修

会
」
開
催
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今
回
の
研
修
は
、
中
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
に

開
催
）
に
本
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
を
連
れ
て
行
き
、

開
会
式
や
競
技
を
観
戦
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
共

に
生
き
る
社
会
の
実
現
」
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
本
学
の
三
つ
の
基
本
理
念
の
一
つ
で

あ
る
「
国
際
性
を
目
指
し
た
大
学
」
の
一
員
と
し

て
、
い
か
な
る
国
の
人
々
と
も
伸
び
伸
び
と
協
働

で
き
る
国
際
人
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
目
的
で
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
で
研
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
運
営
委
員
会
の
中
心
人
物
と
の
交
流
会

に
参
加
す
る
機
会
も
あ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
少
し
で
も
心
に
残
る
経
験
を
し
て
い
た
だ
け

た
な
ら
事
務
局
と
し
て
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
事
務
方
と
し
て
今

回
の
研
修
で
最
も
重
要
だ
っ

た
こ
と
は
、
研
修
に
参
加
さ

れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
が
元
気

に
研
修
に
参
加
し
、
全
員
が

無
事
に
帰
国
す
る
と
い
う
こ

の
一
点
で
し
た
。
六
日
間
と

い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
、

様
々
な
研
修
を
盛
り
込
ん
だ

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
修
を

振
り
返
っ
て

た
め
、
大
変
ハ
ー
ド
な
日
程
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
最
後
ま
で
笑
顔
が
絶

え
ず
、
怪
我
人
、
病
人
が
出
ず
に
全
員
が
無
事
に

帰
国
で
き
て
初
め
て
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
と

実
感
で
き
ま
し
た
。

是
非
ま
た
こ
の
よ
う
な
研
修
を
企
画
し
て
、
多

く
の
学
生
の
方
々
に
海
外
で
貴
重
な
経
験
を
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
少
し
で
も
多
く
与
え
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
　
服
部
是
史
）

高
木
理
事
長
が
六
月
一
九
日
の
全
国
私
立
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
連
絡
協
議
会
総
会
に
お
い

て
、
会
長
に
推
薦
さ
れ
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
、
名
称
を
全
国
私
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
校
協
会
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
は
、
昭
和
六
二
年
に
私
立
の
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、

Ｓ
Ｔ
養
成
校
の
教
員
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
創

設
さ
れ
、
今
年
で
創
立
二
二
周
年
を
迎
え
ま
す
。

毎
年
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
教
員
研
修
会
・
教

育
研
究
大
会
を
開
催
し
、
教
育
現
場
に
お
け
る
方

法
論
、
本
題
解
決
能
力
等
、
教
員
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
七
月
末
に
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
八
月
二
〇
日
か
ら
松

山
全
日
空
ホ
テ
ル
に
お
い
て
教
員
研
修
会
・
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
と
も
に
高

木
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
開
会
式
に
お
い
て
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
の
教
員
研
修
会
・
教
育
研
究
大
会
は
国

際
医
療
福
祉
大
学
本
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
丸

山
医
療
福
祉
学
部
長
を
中
心
に
毎
月
準
備
委
員

会
を
開
き
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

高
木
理
事
長
　

全
国
私
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
校
協
会
会
長
に
就
任

今
ま
で
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
先
生
方
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
　
高
山
敬
行
）

Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
は
二
〇
年
前
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
援
助
を

得
て
設
立
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
、
本
学
と
関
係
が

深
い
組
織
で
す
。
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
期
間：

一
〇
月
二
八
日
〜
三
〇
日

○
参
加
者：

①
本
学
よ
り
九
名
　
②
日
本
よ
り
一
二

名
（
本
学
を
除
く
）

③
全
体
で
は
三
〇
〇
名
以

上
（
配
布
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
ら
推
測
）

第
一
日
目
の
午
前
中
に
開
設
二
〇
周
年
の
記
念

式
典
が
釣
魚
台
迎
賓
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
長
の
李
建
軍
氏
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、
中

国
国
内
お
よ
び
国
外
か
ら
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

谷
学
長
も
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
後
、
数
カ
所
の
会
場
に
分
か
れ
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

メ
イ
ン
Ｆ
（
招
待
）
と
、
脊
損
の
リ
ハ
、
筋
骨
格

系
の
リ
ハ
、
神
経
系
の
リ
ハ
、
理
学
療
法
、
作
業

療
法
、
言
語
療
法
、
リ
ハ
工
学
と
福
祉
用
具
な
ど
、

全
一
五
テ
ー
マ
の
Ｆ
で
し
た
。

本
学
の
杉
原
素
子
先
生
は
日
本
作
業
療
法
士
協

会
の
代
表
と
し
て
話
を
さ
れ
、
私
は
メ
イ
ン
Ｆ
で

「Collaboration
am
ong

Japan,
China,

and
K
orea

on
establishing

internationalstandards
forassistiveproducts

」

（
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
）

を
、
ま
た
リ
ハ
工
学
で

「
福
祉
用
具
規
格
作
成
の

た
め
の
有
効
な
方
法
に
つ

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
開
設
二
〇
周
年
記
念
／
第
三
回
北

京
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

い
て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

（
大
学
院
福
祉
援
助
工
学
分
野
教
授
田
中
繁
）

平
成
一
九
年
度
国
際
医
療
福
祉
大
学
同
窓
会
「
マ

ロ
ニ
エ
会
」
臨
時
総
会
（
平
成
一
九
年
一
二
月
一

六
日
（
日
）
開
催
）
に
お
い
て
、
同
窓
会
運
営
の

変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
平

成
二
〇
年
九
月
二
〇
日

（
土
）、
新
同
窓
会
の
設

立
総
会
が
Ｆ
１
０
１
教

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

一
期
卒
業
生
か
ら

一
〇
期
卒
業
生
ま
で

各
学
科
か
ら
各
卒
業

年
度
ご
と
に
一
名
づ

つ
計
七
四
名
の
幹
事

が
選
出
さ
れ
、
代
表

幹
事
に
保
健
学
部
言

語
聴
覚
障
害
学
科
（
現
保
健
医
療
学
部
言
語
聴

覚
学
科
）
一
期
生
　
谷
合
信
一
さ
ん
、
副
代
表

幹
事
に
保
健
学
部
（
現
保
健
医
療
学
部
）
理
学

療
法
学
科
一
期
生
　
上
田
清
史
さ
ん
お
よ
び
医

療
福
祉
学
部
医
療
福
祉
学
科
１
期
生
　
二
峰
正

年
さ
ん
が
選
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
新
幹
事
七
二
名
が
出
席
し
、
高
木
理
事

長
お
よ
び
谷
修
一
学
長
の
挨
拶
の
後
、
代
表
幹
事

３
名
が
就
任
挨
拶
を
行
い
、
伊
藤
元
信
常
務
理
事

よ
り
規
約
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
場
所
を
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
二
階
学

生
ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
同
期
生
や
教
員
と
の
再
会

に
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 同

窓
会
設
立
総
会
開
催
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視
能
訓
練
士
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
急
激

に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
視
能
訓
練
士
の
養
成

校
は
全
国
各
地
に
で
き
、
有
資
格
者
の
数
も
年
々

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
ま
た
視
能
訓
練

士
の
増
加
に
伴
い
、
就
業
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
。
２
０
０
８
年
現
在
、
視
能
訓

練
士
の
有
資
格
者
数
は
７
４
９
４
名
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
う
ち
日

本
視
能
訓
練
士
協
会
に
加
入
し
て
い
る
正
会
員

数
は
４
６
３
８
名
で
、
協
会
加
入
率
は
年
々
減

少
し
、
現
在
約
62
％
と
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の

現
状
に
対
し
、
日
本
視
能
訓
練
士
協
会
は
危
機

感
を
持
っ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
始

め
た
。
ま
ず
、
臨
床
経
験
５
年
以
下
の
視
能
訓

練
士
を
対
象
と
し
た
生
涯
教
育
新
人
教
育
制
度

を
２
０
０
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
生
涯
教
育

ブ
ロ
ッ
ク
制
の
導
入
も
な
さ
れ
、
遠
隔
地
会
員

の
た
め
の
講
義
日
程
テ
レ
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
の

導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
８
年
６
月

末
日
現
在
、
新
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
者
数

は
１
６
６
５
名
に
達
し
た
。
ま
た
、
国
家
試
験

取
得
後
６
年
以
上
の
会
員
を
対
象
と
し
た
「
基

礎
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調

整
段
階
に
入
り
、
次
年
度
に
は
開
始
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
員
の
知
識
や
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
会
員
相
互
の
施
設
を

見
学
す
る
施
設
見
学
事
業
の
実
施
や
、
研
修
会

等
の
開
催
、
さ
ら
に
は
協
会
の
公
益
法
人
化
へ

向
け
て
の
活
動
な
ど
多
く
の
事
業
や
活
動
を
精

力
的
に
実
施
し
て
い
る
。
視
能
訓
練
士
協
会
で

は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
正
会
員
増
加
の
目
的
を
達
成
で

き
る
こ
と
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
視
能
訓
練
士

協
会
の
発
展
は
、
視
能
訓
練
士
地
位
確
率
の
た

め
の
基
礎
で
あ
る
と
思
う
。
非
会
員
は
そ
の
こ

と
を
認
識
し
、
是
非
積
極
的
に
入
会
し
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

視
能
訓
練
士
の
新
卒
者
就
職
状
況
で
あ
る
が
、

２
０
０
８
年
度
新
卒
者
就
業
状
況
調
査
で
は
、

開
業
医
へ
の
就
職
が
全
体
の
53
％
を
占
め
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
国
公
立
病
院
へ
の
就
職
は

11
％
程
度
で
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
現
状
で
あ
る
。

視
能
訓
練
士
の
総
数
が
少
な
か
っ
た
一
昔
前
は
、

開
業
医
に
勤
務
す
る
視
能
訓
練
士
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
変
化
は

望
む
べ
き
方
向
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
後
の
視
能
訓
練
士
の
増
加
に

伴
い
、
国
公
立
病
院
の
ポ
ス
ト
増
加
に
向
け
た

さ
ら
な
る
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
近
年
、
視
能
訓
練
士
の
一
般
へ
の
認
知

度
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
向
上
し
て
き
て

い
る
と
思
う
が
、
ま
だ
ま
だ
の
感
は
否
め
な
い
。

今
後
、
視
能
訓
練
士
協
会
と
視
能
訓
練
士
養
成

施
設
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
、
充
実
し
た
既
卒
者
教
育
、

国
公
立
病
院
の
視
能
訓
練
士
の
ポ
ス
ト
確
保
の

た
め
の
活
動
な
ど
が
、
さ
ら
な
る
視
能
訓
練
士

の
認
知
度
向
上
と
就
職
先
拡
大
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

眼
科
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
視
能

訓
練
士
の
明
日
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
協
会
理
事
の
一
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
ゆ
き
た
い
。
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・
本
学
大
学
院
で
は
本
学
学
部
卒
業
（
見
込
）

生
、
大
学
院
修
了
（
見
込
）
生
に
つ
い
て
は

入
学
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

入
試
の
お
問
合
せ
、
資
料
請
求
は
入
試
事
務

室
（
〇
二
八
七
―
二
四
―
三
二
〇
〇
）
ま
で
。

九
月
二
七
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
お

お
る
り
会
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

来
賓
と
し
て
、
笹
沼
先
生
、
伊
藤
先
生
、
廣
田
先

生
、
黒
住
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

総
会
の
の
ち
、
藤
田
学
科
長
が
「
こ
の
十
年
、
こ

れ
か
ら
の
十
年
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を

行
っ
た
。
本
学
科
開
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、
今
後
の
学
科
の
進
む

べ
き
道
や
言
語
聴
覚
士
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

示
唆
に
富
む
講
演
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
記
念
撮
影
を
行
う
姿

が
み
ら
れ
た
。
ま
た
懇
親
会
で
は
、
笹
沼
澄
子
初

代
学
科
長
よ
り
日
本
の
言
語
聴
覚
療
法
の
草
創
期

か
ら
学
科
開
設
に
至
る
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
参
加

者
一
同
、
先
生

の
偉
大
さ
を
再

認
識
す
る
機
会

と
な
っ
た
。

本
学
科
同
窓

会
は
、
毎
年
一

回
、
卒
後
研
修

会
を
開
催
し
、

本
年
で
十
回
目

と
な
っ
た
。
毎

年
欠
か
す
こ
と

言
語
聴
覚
学
科
同
窓
会

十
周
年
記
念
式
典
開
催

な
く
開
催
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ

い
た
学
科
の
先
生
方
と
役
員
を
務
め
た
卒
業
生
の
お

か
げ
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
今
後

も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
た
い
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
谷
合
信
一
）

早
朝
か
ら
鳴
り
や
ま
ぬ
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
、
道

路
を
埋
め
尽
く
す
カ
ラ
フ
ル
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。
右
、

左
、
上
を
確
認
し
つ
つ
慎
重
に
、
そ
し
て
止
ま
ら

ず
に
道
路
を
横
断
す
る
。
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
へ
の

道
の
り
も
ま
た
刺
激
的
だ
っ
た
。

一
七
〇
〇
床
に
対
し
二
七
〇
〇
名
が
入
院
し
て

お
り
、
院
内
は
患
者
と
そ
の
家
族
で
ご
っ
た
返
し

て
い
た
。
二
四
時
間
ア
ン
ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
で
酸
素

を
送
り
続
け
る
家
族
の
手
が
、
患
者
の
命
を
支
え

て
い
た
。
懸
命
に
生
き
る
、
生
活
す
る
患
者
と
家

族
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

我
々
は
言
語
障
害
、
嚥
下
（
飲
み
込
み
）
障
害
の

患
者
の
個
別
指
導
お
よ
び
、
現
地
の
医
師
、
理
学
療

法
士
（
Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
は
い
な
い
）
を
対
象
に
講
義
を

行
っ
た
。
言
語
リ
ハ
ビ
リ
の
存
在
も
知
ら
ず
に
諦
め

か
け
て
い
た
患
者
と
、
患
者
の
周
囲
で
苦
慮
し
て
い

た
家
族
や
理
学
療
法
士
が
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
て
注
目
し
て
い
た
。

講
義
で
は
大
き
な
瞳

を
輝
か
せ
な
が
ら
耳

を
傾
け
、
熱
心
な
あ

ま
り
、
質
問
で
講
義

が
な
か
な
か
進
ま
な

い
場
面
も
あ
っ
た
。

学
生
だ
っ
た
九
年

前
に
参
加
し
た
ベ
ト

ベ
ト
ナ
ム
草
の
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て

ナ
ム
研
修
で
は
、
文
化
・
生
活
の
違
い
に
圧
倒
さ
れ

た
こ
と
、「
言
語
聴
覚
士
」
の
説
明
す
ら
で
き
な
い

自
身
の
専
門
性
・
知
識
の
低
さ
に
愕
然
と
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
高
い
志
を
持
ち
、
語
学
と
豊
か
な

感
性
、
専
門
技
術
を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
、
世
界
の

人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、
役
立
つ
支
援

に
つ
な
が
る
と
実
感
し
た
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
佐
藤
妙
子
）

Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
と
は
、O

verseasPrim
ary
health-

care
Study

T
eam

の
略
称
で
、
本
学
開
学
以
来
、

国
際
保
健
・
国
際
協
力
に
興
味
の
あ
る
学
生
が
集

ま
り
、
週
一
回
の
学
習
会
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
る
部
活
で
す
。

一
〇
月
二
八
日
（
火
）
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
村
上
い
づ
み
先
生

を
、
一
一
月
五
日
（
水
）
に
Ｆ

Ｉ
Ｄ
Ｒ
の
小
山
直
行
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、
大
学
に
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
講
演
会
を
主
催
し
た
趣
旨
は
、
地
域
の
方
と

と
も
に
国
際
保
健
、
国
際
協
力
の
現
状
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
村
上
先
生
に
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
小
山
先
生
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
小
児
病
院
で

の
小
児
外
科
、
給
食
支
援
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
場
者
は
本
学
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が

多
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
大
学
教
員
や
他
大
学
の

学
生
、
一
般
の
方
に
も
聴
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
講
師
、
来
場
者
間
の
貴
重
な
意
見
交
換

の
場
と
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
部
副
部
長
　
講
演
会
担
当
理
学
療
法
学
科
２
年
　
岩
松
真
里
）

Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
部
主
催
講
演
会
　
レ
ポ
ー
ト

「
人
と
の
出
会
い
か
ら
、み
え
る
世
界
。」
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看
護
学
科
で
は
、
毎
年
学
科
主
催
の
公
開
学
習

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
八
月
三
〇
日
（
土
）

に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
看
護
学
科
の

知
的
資
源
を
地
域
の
人
々
に
還
元
す
る
と
い
う
趣

旨
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ー
自

分
の
価
値
を
見
つ
け
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
看

護
師
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
に
、
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
の
活
用
と
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
か
と
い
う
講
義

の
後
、
老
人
看
護
専
門
看
護
師

で
あ
る
教
員
に
よ
る
認
知
症
に

関
す
る
最
新
の
知
見
、
お
よ
び

地
域
･
在
宅
看
護
を
専
門
と
す

る
教
員
に
よ
る
看
護
の
力
の
発

揮
が
問
わ
れ
る
退
院
調
整
に
つ

い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
員
六
〇
名
の
と
こ
ろ
、
希

望
者
が
九
〇
名
以
上
と
な
り
、

お
断
り
す
る
方
も
で
ま
し
た
。

当
日
は
、
病
院
や
施
設
の
看
護

師
、
看
護
教
員
の
方
々
八
七
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
卒
業
生
の
方
々
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
看
護
学
科
　
世
良
喜
子
）

医
療
福
祉
学
部
医
療
経
営
管
理
学
科
と
医
療

新
学
科
の
設
立
を
記
念
す
る

医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
二
〇
年
度
看
護
学
科

公
開
学
習
会
開
催

福
祉
学
科
が
来

年
四
月
、
医
療

福
祉
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
と

し
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
る
。
こ
れ

を
記
念
し
た
医

療
福
祉
学
部
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
生

活
を
支
え
る
医

療
福
祉
を
考
え

る
」
が
七
月
一

〇
日
、
栃
木
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。

超
高
齢
時
代
を
見
据
え
た
新
学
科
の
特
色
を
、

高
橋
泰
・
医
療
経
営
管
理
学
科
長
が
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
工
藤
敬
子
さ
ん
と
対
話
形
式
で

紹
介
。
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
今
、「
医
療
も
福
祉
も
わ
か
る
」
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
な
人
材
の
養
成
こ
そ
が
、
時
代
の
要
請
と
、

両
学
科
統
合
の
意
義
を
説
い
た
。

前
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
の
辻
哲
夫
・
田
園

調
布
学
園
大
学
教
授
は
「
生
活
医
療
・
生
活
福

祉
の
時
代
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で
、
退
院
後

の
患
者
の
生
活
と
ケ
ア
に
は
、
医
療
職
と
介
護

職
の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み
が
必
要
と
訴
え

た
。
鈴
木
健
彦
・
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
課
課

長
補
佐
は
「
介
護
保
険
制
度
の
課
題
と
平
成
21

年
度
報
酬
改
定
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

設
立
記
念
の
第
二
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
求
め

る
人
材
・
求
め
ら
れ
る
人
材
」
と
題
し
て
八
月

四
日
に
開
か
れ
、
本
学
大
学
院
教
授
の
和
田
秀

樹
さ
ん
が
「
18
歳
の
選
択
」
の
基
調
講
演
。
卒

業
生
ら
も
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
医
療
福
祉
学
科
出
身
の
歌
手
、
え
り
の
あ

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
っ
た
。

（
医
療
経
営
理
学
科
教
授
　
丸
木
一
成
）

去
る
八
月
二
六
日
（
火
）
〜
二
八
日
（
木
）、
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
平
成
二
〇
年
度
栃
木
県
サ

ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
研
修
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本

研
修
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
受
け
て
、

そ
の
円
滑
な
実
施
と
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
資

質
向
上
を
目
的
に
各
都
道
府
県
単
位
で
実
施
す
る

も
の
で
、
栃
木
県
で
は
、
本
学
が
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
貢
献
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
県
の
指
定

を
受
け
て
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

研
修

内
容
の
企
画
や
準
備
は
医
療
福
祉
学
科
の
山
闢
順

子
教
授
を
中
心
に
進
め
、
当
日
の
運
営
は
栃
木
県

障
害
福
祉
課
と
連
携
し
な
が
ら
県
内
の
障
害
者
福

祉
施
設
関
係
者
の
協
力
も
得
て
行
わ
れ
、
県
内
の

障
害
者
福
祉
施
設
に
勤
務
す
る
理
事
長
、
施
設
長
、

相
談
員
等
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
二
五
〇
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

初
日
は
、
全
受
講
生
を
対
象
に
「
障
害
者
自
立

支
援
法
と
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
役
割
」（
県
障

害
福
祉
課
）、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
と
管

理
」（
山
闢
教
授
）、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
関
係
機

関
の
連
携
」（
六
波
羅
詩
朗
教
授
）
の
各
講
義
が
行

わ
れ
、
あ
ら
た
め
て
自
立
支
援
法
を
正
し
く
理
解

す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
や
そ

こ
で
の
管
理
者
の
役
割
を
確
認
し
た
。

二
日
目
と
三
日
目
は
、「
介
護
、
地
域
生
活
（
身

体
障
害
）、
地
域
生
活
（
知
的
障
害
）、
就
労
、
児

童
」
の
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
た
分
野
別
研
修
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
際
」
の
講
義
や
、「
サ

ー
ビ
ス
提
供
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
の
実
際
」「
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
」
を

課
題
と
し
た
演
習
が
行
わ
れ
、
事
例
を
題
材
に
し

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
て

〜
サ
ー
ビ
ス
管
理
者
研
修
を
開
催
〜

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
管
理
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を

実
践
的
に
体
得
し
て
、
三
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。

（
医
療
福
祉
学
科
教
授
　
小
林
雅
彦
）

一
一
月
一
五
日
に
高
校
推
薦
・
帰
国
生
徒
特
別

選
抜
入
試
が
実
施
さ
れ
、
本
学
の
入
学
試
験
も
本

格
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
本
学
で
は
、
一
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、

Ａ
Ｏ
入
試
（
後
期
）
や
一
般
入
試
・
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
試
（
前
期
／
後
期
）
の
他
、
社
会
人
・

留
学
生
特
別
選
抜
入
試
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
入
試
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
で
も
出
願
を

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
（
一
部
専
攻
・
分
野

を
除
く
）。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
出
願
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
二
〇
〇
九
年
度
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
学
部
】

・
栃
木
本
校
医
療
福
祉
学
部
で
は
、
現
二
学
科

を
統
合
し
、
新
た
に
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
が
新
設
さ
れ
る
ほ
か
、
福
岡
県
福

岡
市
に
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
、
福
岡

看
護
学
部
看
護
学
科
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

・
一
般
入
試
前
期
の
地
方
試
験
場
に
盛
岡
、
沖

縄
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

・
一
般
入
試
前
期
で
は
同
一
学
部
で
の
Ａ
日
程
、

Ｂ
日
程
の
併
願
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ

ー
試
験
利
用
入
試
と
の
併
願
も
可
能
で
す
。
そ

の
際
に
は
、
受
験
料
の
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
大
学
院
】

・
二
〇
〇
九
年
四
月
よ
り
薬
科
学
研
究
科
医

療
・
生
命
薬
科
学
専
攻
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

大
田
原
と
東
京
で
受
講
が
可
能
で
す
。（
生
命

薬
学
コ
ー
ス
は
大
田
原
の
み
）

二
〇
〇
九
年
度
　

入
学
試
験
の
お
知
ら
せ
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女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
今
年
度
プ
レ
ー
ヤ
ー
18
名
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
の
計
20
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
部

員
は
、
理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
・
放
射
線
・

薬
学
・
医
療
福
祉
・
経
営
管
理
学
科
と
幅
広
い
学
科
か
ら

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
３
回
、
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
や
近
隣
の
体
育
館

を
借
り
て
、「
常
に
楽
し
く
!!
元
気
良
く
!!
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
３
時
間
程
度
集
中
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
大
会
に
は

昨
年
度
か
ら
、
春
季
・
秋
季
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
、
及
び
関
東
医
歯
薬
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
年
間

で
４
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
春
季
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
９

部
２
位
で
入
れ
替
え
戦
の
結
果
、
８
部
昇
格
か
ら
勢
い
に

乗
っ
て
、
続
く
春
季
関
東
医
歯
薬
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

お
い
て
２
回
目
の
出
場
に
し
て
初
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
次
回
大
会
開
催
時
期
と
各
学
科
３
年
次

の
臨
床
実
習
の
時
期
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
十
分
な
練
習

が
で
き
な
い
た
め
、
３
年
生
は
春
季
医
歯
薬
リ
ー
グ
戦
で

引
退
。
最
後
の
大
会
で
有
終
の
美
を
飾
り
、
１
・
２
年
生

で
の
新
チ
ー
ム
に
継
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
か
ら
１
・
２
年
生
の
新
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
始

め
、
新
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
臨
ん
だ
秋
季
関
東
大
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
で
は
、
８
部
２
位
と
い
う
好
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
大
学
の
よ
う
に
十
分
な

練
習
時
間
・
場
所
が
確
保
で
き
な
い
状
況
の
中
で
の
チ
ー

ム
作
り
の
た
め
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い
で
す
が
、
こ
の

勢
い
で
、
秋
季
医
歯
薬
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
に
お
け

る
２
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
に
限
ら
ず
、
夏
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
た
り
、
こ
れ

か
ら
の
将
来
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
笑
っ
た
り
と
、
青
森

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
個
性
豊
か
な
部

員
の
揃
う
バ
レ
ー
部
で
す
。

真
剣
に
バ
レ
ー
を
し
た
い

人
、
楽
し
く
バ
レ
ー
を
し

た
い
人
…
、
一
緒
に
大
学

生
活
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
　
是
非
一
度
バ
レ
ー

部
を
覗
い
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
女
子
バ
レ
ー
部
一
同
）

サ
ー
ク
ル
紹
介
　
第
五
回



平
成
二
〇
年
七
月
七
日
（
月
）
七
時
限
目
の

作
業
活
動
支
援
学
講
義
の
時
間
帯
に
、
所
用
で

来
日
し
て
い
たM

ary
E
vert

元
米
国
作
業
療

法
士
協
会
会
長
に
「A

O
T
A
(A
m
erican

O
ccupational

T
herapy

A
ssociation)

T
oday

」
の
タ
イ
ト
ル
で
特
別
講
義
を
お
願
い

し
た
。
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
の
発
信
で
大
田

原
、
福
岡
の
学
生
・
教
員
合
わ
せ
て
一
五
名
が

参
加
し
た
。
通
訳
を
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
南

井
教
授
に
お
願
い
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
専
門
職

顧
問
の
冨
岡
仏
教
大
学
教
授
も
同
席
し
、
米
国

に
お
け
る
作
業
療
法
士
の
現
状
と
将
来
展
望
に

つ
い
て
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
気
に
な
る
米

国
の
作
業
療
法

士
の
課
題
を
知

る
こ
と
が
で
き

た
。米
国
で
は
、

作
業
療
法
士
の

教
育
課
程
が
二

〇
〇
七
年
か
ら

修
士
レ
ベ
ル
に

な
り
、
養
成
校

は
一
五
二
校
あ

る
。
米
国
に
は

一
四
七
校
の
作
業
療
法
助
手
の
養
成
課
程
が
あ

り
、
こ
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
Ｏ
Ｔ
Ｒ
そ
れ
ぞ
れ
に
高
齢

者
及
び
低
所
得
層
の
人
た
ち
に
対
す
る
需
要
が

増
え
続
け
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
作
業
療
法
士

の
配
置
は
も
っ
と
も
多
い
の
がSchoolbased

31
％
、
次
にSkilled

N
ursing

13
％
、

H
ospital

11
％
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
作
業
療
法
学
分
野
教
授
　
杉
原
素
子
）

M
a
ry
E
v
e
rt

元
米
国
作
業
療

法
士
協
会
会
長
の
特
別
講
義

大
学
院
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
八

月
二
日
・
三
日
、
竹
内
孝
仁
大
学
院
教
授
に
よ
る

「
自
立
支
援
介
護
を
学
ぶ
研
修
会
」
を
、
福
岡
国
際

医
療
福
祉
学
院
・
も
も
ち
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
介
護
関
連
施
設
で
働
く
方
々
を
中
心

に
、
九
州
各
県
は
も
と
よ
り
、
富
山
県
な
ど
遠
方

か
ら
二
五
〇
名
を
超
え
る
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
「
身
体
的
な
自
立
、
理
論
と
実
践
」、

二
日
目
は
「
認
知
症
の
ケ
ア
・
認
知
症
を
治
す
理

論
と
実
践
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
福

岡
・
広
島
・
東
京
の
老
健
・
特
養
三
施
設
か
ら
介

護
現
場
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
状
況
が

発
表
さ
れ
、
在
宅
復
帰
に
つ
い
て
事
例
討
論
が
活

発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
日
常
業
務
に
還
元
で
き
る
内

容
で
、
認
知
症
の
在
宅
復
帰
に
つ
い
て
参
考
に
な

っ
た
」、「
介
護
職
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
感
じ
た
」、「
自
立
支
援
や
専
門
領
域

等
、
今
後
も
学
ぶ
機
会
が
欲
し
い
」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
演
会
に
引
き
続
い
て
、
四
月
よ
り
新
た
に
開

設
さ
れ
た
熊
本
Ｓ
Ｃ
の
紹
介
も
含
め
た
、
大
学
院

の
個
別
相
談
会
も
開
催
。
相
談
会
で
は
、
竹
内
教

授
や
同
席
し
た
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
の
大
学
院
生

に
対
し
て
、
大
学
院
で
の

研
究
の
進
め
方
や
単
位
取

得
の
方
法
な
ど
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
大
学
院
福
岡
Ｓ
Ｃ

事
務
部
　
原
田
紀
子
）

大
学
院
福
岡
Ｓ
Ｃ
、「
自
立
支
援
介

護
を
学
ぶ
研
修
会
」
開
催

理
学
療
法
士
な
ど
、
医
療
職
を
目
指
す
学
生
の

臨
床
実
習
を
受
け
入
れ
る
病
院
や
福
祉

施
設
の
実
習
指
導
者
を
対
象
に
し
た
「
臨

床
教
育
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
七

月
一
二
日
に
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
・

も
も
ち
国
際
ホ
ー
ル
に
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
）。
一
六
〇
名
を
超
え
る
方

が
参
加
、
演
者
へ
の
質
問
が
相
次
ぐ
な

ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
が
主
催
、
関
連
校
の
専
門
学
校
柳
川
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
で
各

校
の
Ｆ
Ｄ
活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、

「
臨
床
教
育
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催

医
療
職
を
目
指
す
学
生
の
実
習
受
け
入
れ
側
で

あ
る
病
院
や
福
祉
施
設
の
指
導
者
の
方
に
、
よ
り

よ
い
臨
床
教
育
を
目
指
す
た
め
の
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
が
開
催
の
狙
い
で
し
た
。

日
本
医
学
教
育
学
会
会
長
で
、
本
学
客
員
教
授
で

あ
る
齋
藤
宣
彦
先
生
、
同
保
健
医
療
学
部

長
・
理
学
療
法
学
科
長
の
丸
山
仁
司
先
生

そ
し
て
、
作
業
療
法
学
科
長
の
荻
原
喜
茂

先
生
等
に
講
師
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

齋
藤
先
生
は
、
医
師
を
養
成
す
る
立
場

か
ら
、
そ
の
教
育
現
場
で
進
む
メ
ン
タ
ル

面
で
の
支
援
制
度
と
い
っ
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
医
療
職
の
教

育
現
場
の
現
状
を
知
る
こ
と
で
お
互
い
の
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
九
州
・
広
報
　
原
田
ち
は
る
）
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こ
と
ば
は
、
人
間
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
高
次
な
機

能
の
一
つ
で
あ
り
、
互
い
に
意
思
や
感
情
を
伝
達

し
、
社
会
を
構
成
し
て
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
を
根

底
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。
数
あ
る
生
物
種
の
中
で
人

間
だ
け
が
こ
と
ば
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
、
そ
れ
を

支
え
る
神
経
機
構
が
高
度
に
発
達
し
た
か
ら
で
す
。

こ
と
ば
と
脳
の
関
係
で
私
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る

の
は
、
文
を
理
解
し
話
す
こ
と
は
脳
の
ど
の
よ
う
な

働
き
に
よ
る
か
と
い
っ
た
問
題
で
す
。
な
ぜ
文
な
の

か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
人
間
言
語
の
最

大
の
特
徴
が
有
限
個
の
単
語
を
用
い
て
無
限
数
の
文

を
い
と
も
簡
単
に
産
出
で
き
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の

不
思
議
な
能
力
に
強
く
惹
か
れ
る
か
ら
で
す
。
ど
の

よ
う
な
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
適
わ
な
い
よ

う
な
多
変
数
で
多
次
元
の
処
理
を
一
瞬
の
う
ち
に
成

し
遂
げ
て
し
ま
う
脳
の
文
処
理
機
構
を
解
明
す
る
こ

と
は
、
人
間
言
語
の
本
質
に
迫
る
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

長
年
、
私
は
失
語
症
と
い
う
こ
と
ば
の
障
害
を
通

し
て
、
文
が
脳
内
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
と

い
っ
た
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
失
語
症

は
、
脳
卒
中
な
ど
で
脳
の
神
経
機
構
が
損
傷
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
ば
の
障
害
で
す
。
失
語

症
で
は
文
を
理
解
で
き
な
い
、
産
出
で
き
な
い
と
い

っ
た
症
状
が
現
れ
、
意
思
の
伝
達
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
失
語
症
の
言
語
治
療
で
は
文
の
訓
練
は
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

文
と
脳
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
私
は
２
つ
の
方
向

か
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
失
語
症

患
者
の
言
語
反
応
を
分
析
し
、
文
を
理
解
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

失
語
症
患
者
の
脳
の
病
変
部
位
を
検
討
し
、
文
の
処

理
に
関
係
す
る
神
経
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

す
。文

を
理
解
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
の
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は

文
を
理
解
す
る
際
に
文
法
知
識
を
ど
の
程
度
利
用
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
日
本
語
で
は
「
が
　
に

を
」
の
よ
う
な
助
詞
が
文
の
組
み
立
て
や
、
単
語
の

意
味
関
係
を
示
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
太
郎
が
　
花

子
を
　
呼
ん
だ
」
と
い
う
文
を
理
解
す
る
に
は
、

「
が
」、「
を
」
の
助
詞
か
ら
「
太
郎
」
は
主
語
で
動

作
を
す
る
人
、「
花
子
を
」
は
目
的
語
で
動
作
の
対

象
で
あ
る
こ
と
を
解
読
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
は
常
に
こ
の
よ
う
な
文
法
知
識
を
利
用
し
て
文

を
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は

な
く
、
脳
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
利
用
し
て
高
速
で

文
を
処
理
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
失
語
症
患

者
の
文
の
理
解
に
関
す
る
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
次
の
３
つ
の
文
は
同
じ
長
さ
で
す

が
、
理
解
の
し
や
す
さ
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

１
）
男
の
子
が
　
ボ
ー
ル
を
　
追
い
か
け
た
。

２
）
男
の
子
が
　
お
母
さ
ん
を
　
追
い
か
け
た
。

３
）
お
母
さ
ん
を
　
男
の
子
が
　
追
い
か
け
た
。

失
語
症
患
者
で
は
、
１
）
の
文
は
最
も
理
解
し
や

す
く
、
２
）、
３
）
の
順
に
理
解
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

失
語
症
患
者
は
助
詞
の
理
解
が
障
害
さ
れ
た
場

合
、
単
語
の
意
味
や
世
界
認
識
の
方
略
を
用
い
て
文

を
理
解
し
ま
す
。
世
界
認
識
の
方
略
と
は
、
自
己
中

心
的
に
世
界
を
認
識
す
る
方
略
で
５
歳
頃
ま
で
に
は

獲
得
さ
れ
る
認
知
方
式
で
す
。
こ
の
認
知
方
略
は
文

の
理
解
で
は
文
頭
の
単
語
を
〈
動
作
を
す
る
人
〉
と

し
て
解
釈
す
る
と
い
っ
た
現
象
と
し
て
現
れ
ま
す
。

１
）
の
文
は
単
語
の
意
味
を
手
が
か
り
に
文
が
理
解

で
き
る
た
め
最
も
易
し
く
、
２
）
の
文
は
認
知
方
略

に
基
づ
い
て
意
味
が
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
３
）

の
文
は
助
詞
の
理
解
な
し
に
は
意
味
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
最
も
理
解
が
難
し
く
な
る
の

で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
か
ら
、
文
を
理
解
す
る
際
に
は

文
法
知
識
だ
け
で
な
く
、
単
語
の
意
味
情
報
や
認
知

情
報
な
ど
が
総
動
員
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
別
の
研
究
に
お
い
て
、
文
の
理
解
は
文
全
体

を
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
始
め

の
単
語
を
聞
く
と
同
時
に
始
ま
り
、
そ
の
過
程
で
文

法
知
識
、
単
語
の
意
味
、
認
知
情
報
な
ど
が
相
互
作

用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
研
究
か
ら
、
脳
が
文
を
理
解
す
る
仕
組
み
が
見

え
て
き
ま
す
。
脳
の
情
報
処
理
は
直
列
的
に
進
む
の

で
は
な
く
。
複
数
の
情
報
が
同
時
に
活
性
化
し
、
並

列
的
に
処
理
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
短

時
間
で
多
く
の
情
報
を
処
理
す
る
最
も
効
率
的
な
方

法
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
脳
の
仕
組
み

は
脳
卒
中
な
ど
で
失
語
症
に
な
っ
た
と
き
に
素
晴
ら

し
い
力
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
れ
は
文
法
知
識
が
障
害

さ
れ
て
も
、
単
語
の
意
味
や
認
知
能
力
が
保
た
れ
て

い
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
て
あ
る
程
度
、
文
が
理
解
で

き
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
脳
は
非
常
に
柔
軟
に

働
く
よ
う
で
き
て
お
り
、
た
と
え
損
傷
さ
れ
て
も
障

害
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
も
っ
て

い
ま
す
。

文
を
理
解
す
る
能
力
が
脳
の
ど
の
部
位
の
働
き
に

よ
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
領
域
が
重
要
な

働
き
を
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

図
に
示
し
た
前
頭
葉
、
側
頭
葉
、
頭
頂
葉
の
領
域
で

す
。
前
頭
葉
は
ブ
ロ
ー
カ
領
域
と
呼
ば
れ
る
部
位

で
、
こ
こ
は
文
法
的
組
み
立
て
の
解
析
（
統
語
解

析
）
が
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

側
頭
葉
に
あ
る
ウ
エ
ル
ニ
ッ
ケ
領
域
で
は
単
語
の
意

味
関
係
（
意
味
役
割
構
造
）
の
処
理
が
行
わ
れ
、
頭

頂
葉
下
部
は
音
声
情
報
の
一
時
的
な
保
持
を
担
う
と

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

部
位
は
、
失
語
症
患
者
の
病
変
部
位
の
検
討
だ
け
で

な
く
、fM

RI

やPET

を
用
い
た
脳
画
像
研
究
か
ら

も
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
文
の

理
解
は
脳
の
複
数
領
域
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
そ
の
全
貌
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

人
間
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
ば
を
操
作
す
る
能

力
を
脳
が
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
る
か
を
解
明
す
る

に
は
、
今
後
も
多
方
面
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
す

が
、
地
道
な
研
究
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
想
像
を
超

え
た
脳
の
素
晴
ら
し
い
力
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
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文
の
理
解
は
脳
で

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か

藤
田
郁
代
教
授

国
際
医
療
福
祉
大
学

保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
　

第
七
回

研
究
最
前
線

意味役割構造の解読

統語解析 ワーキングメモリ
（音声情報の保持）

文の理解に関係する脳領域　　　

島
内
　
節

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
　
学
科
長

在
宅
地
域
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長

「
目
で
は
な
く
、
脳
が
も
の
を
見
る
」
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
興
味
を
覚
え
て
、
私
は
本
を
手
に
と
っ
た
。
カ
バ
ー
表

紙
に
は
２
つ
の
作
品
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
「
自
転
車
の
車
輪
」

と
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
「
真
珠
を
量
る
女
」
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
美
術
書
籍
の
印
象
を
呈
し
て
い
た
。

著
者
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
生
物
神
経
学
の
教
授
で
、
視
覚
脳

の
開
拓
者
で
あ
る
が
、
美
術
に
も
造
詣
が
深
い
。

彼
は
こ
の
本
を
美
術
で
は
な
く
脳
の
本
だ
と
述
べ
て
お
り
、

ま
た
、
脳
の
働
き
、
中
で
も
視
覚
脳
の
働
き
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
物
学
を
基
礎
と
す
る
新
し
い
美
学
・
美
術
論
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
展
開
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

詳
し
く
読
み
進
め
て
い
く
と
「
視
覚
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
み
な
さ
ん
は
「
な
ぜ
、
赤
色

を
赤
色
と
認
識
で
き
る
の
か
？
」「
な
ぜ
、
日
な
た
か
ら
見

る
葉
も
、
日
陰
か
ら
見
る
葉
も
『
緑
色
』
と
理
解
で
き
る
の

か
」
を
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

眼
と
い
う
感
覚
器
官
が
も
つ
感
覚
受
容
器
（
網
膜
）
の
視

覚
閾
値
が
４
０
０
―
７
０
０
ｎ
ｍ
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
の
情

報
し
か
脳
が
受
取
れ
な
い
こ
と
、
視
覚
野
を
構
成
す
る
個
々

の
細
胞
に
は
、
例
え
ば
赤
色
の
み
に
選
択
的
な
細
胞
、
運
動

方
向
選
択
性
細
胞
な
ど
が
あ
り
、
特
定
の
刺
激
や
視
覚
信
号

を
選
択
し
て
受
取
っ
た
情
報
を
統
合
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て

総
体
と
し
て
の
視
覚
情
報
を
認
識
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
ら
細

胞
の
選
択
性
は
、
光
の
量
や
角
度
な
ど
が
違
う
環
境
下
で
も

「
緑
色
」
を
「
緑
色
」
と
い
う
恒
常
的
・
本
質
的
特
性
を
得

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
私
は
、
こ
の
書
籍
を
と

お
し
て
多
く
の
事
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
視
覚
脳
の
観
点
か
ら
多
く
の
美
術
作
品
が
図
、
写

真
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
「
見
て
」
も
興
味
深
い

書
籍
と
な
っ
て
い
る
。

の
おすすめ
本

私 第10回
脳
は
美
を
い
か
に
感
じ
る
か

ピ
カ
ソ
や
モ
ネ
が
見
た
世
界

セ
ミ
ー
ル
・
ゼ
キ
著
（
河
内
十
郎
監
訳
）

日
本
経
済
新
聞
社
　
３
５
０
０
円



▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

【
大
学
祭
参
加
レ
ポ
ー
ト
】

一
〇
月
一
八
日
、
一
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
大
田
原
校
「
風
花
祭
」
と
小
田
原
校
「
潮
風

祭
」
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

風
花
祭
は
他
の
関
連
病

院
と
共
に
今
年
初
め
て
参

加
し
、
熱
海
病
院
は
Ｂ
Ｌ

Ｓ
（
一
次
救
急
救
命
措

置
）
の
実
演
、
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
資
格
を
持
つ
当
院

看
護
師
が
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
な
ど
、
救
命
措
置
が
必
要
な
手
順
を
参
加

者
の
方
々
に
指
導
致
し
ま
し
た
。
普
段
、
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
で
見
聞
き
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
実
際

に
触
れ
る
こ
と
で
、
救
急
救
命
措
置
が
参
加
者

も
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

潮
風
祭
は
昨
年
に
引
き
続
き
熱
海
病
院
と
し

て
参
加
致
し
ま
し
た
。
今
年
は
保
健
指
導
、
血

糖
チ
ェ
ッ
ク
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
測
定
を
行
い
ま

し
た
。
保
健
指
導
で
は
看
護
学
科
ブ
ー
ス
に
て

測
定
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
判

定
を
行
い
、
対
策
や
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
。
血
液
サ
ラ
サ
ラ
測
定
で
は
予
約
で

二
時
間
近
く
お
待
ち

い
た
だ
く
程
、
多
く

の
方
が
測
定
を
希
望

さ
れ
ま
し
た
。

「
風
花
祭
」、「
潮
風

祭
」
と
も
に
多
く

方
々
に
来
場
頂
き
ま

し
た
。

【
第
九
回
　
糖
尿
病
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
】

一
〇
月
七
日
（
火
）、
当
院
栄
養
相
談
室
主
催

の
糖
尿
病
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

第
九
回
と
な
る
今
回
は
、
厚
生
労
働
省
が
毎

年
行
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結

果
か
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
内

科
・
山
田
先
生
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
ほ

か
、
栄
養
室
に
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
・
質
問
に
お

答
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
一
〇
月
よ
り
当
院

糖
尿
病
内
科
へ
ご
着
任
さ
れ
た
、
上
田
亜
紀
先

生
の
ご
紹
介
等
、
患
者
様
と
そ
の
御
家
族
の
関

心
の
高
い
話
題
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
機
会
を

提
供
し
、
約
一
〇
〇
名
の
方
々
に
ご
出
席
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１．
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
　
〜
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
の
結
果
か
ら
〜

山
田
　
佳
彦
　
准
教
授
（
内
科
）

２．
食
事
療
法
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
皆
さ
ん

の
Ｑ
＆
Ａ
に
お
答
え
し
ま
す

熱
海
病
院
　
栄
養
室

３．

新
し
い
糖
尿
病
の
先
生
の
ご
紹
介

当
院
で
は
今
後
も
、
糖
尿
病
に
関
す
る
最
新

の
情
報
を
お
届

け
し
、
皆
様
が

気
軽
に
楽
し
く

参
加
し
て
頂
け

る
こ
と
を
目
標

に
、
年
四
回
の

開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

山
王
病
院

山
王
病
院
　
ピ
ア
ノ
物
語

山
王
病
院
の
一
階
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
だ
く

と
、
ま
ず
皆
様
の
目
に
留
ま
る
の
が
ロ
ビ
ー
中
央
に

位
置
す
る
ピ
ア
ノ
で
す
。

こ
の
ピ
ア
ノ
、
実
は
世
界
で
も
数
少
な
い
「
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
」
と
い
う
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
で
、
鍵
盤
の
数
も
一
般
の
ピ
ア
ノ
よ
り

多
く
、
低
音
域
に
黒
色
の
鍵
盤
が
位
置
し
ま
す
。
ベ

ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
は
、
古
く
は
リ
ス
ト
や
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
も
愛
用
し
た
と
い
わ
れ
、
他
の
種
の
ピ
ア
ノ

で
は
表
現
で
き
な
い
音
色
の
奥
深
さ
と
柔
ら
か
さ
か

ら
、
ピ
ア
ノ
奏
者
で
あ
れ
ば
一
度
は
演
奏
し
て
み
た

い
ピ
ア
ノ
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
一
二
年
一
一
月
の
新
山
王
病
院
オ
ー
プ
ン
の

半
年
後
に
、
当
院
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
か
ら
の
寄
贈
で
こ
の
ピ
ア
ノ
は
皆
様
の
前
に

現
れ
ま
し
た
。
寄
贈
者
は
、
こ
の
サ
イ
ズ
の
ピ
ア
ノ

の
本
来
の
音
の
響
き
を
表
現
で
き
る
場
を
探
し
て
い

て
、
当
院
の
ロ
ビ
ー
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
設
置
後
す
ぐ
に
、
本
来
の
音
色
が
奏
で
ら
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
は

内
部
構
造
も
独
特
で
、
弾
き
こ
ん
で
か
ら
で
な
い
と

本
来
の
音
は
出
な
い
の
で
す
。
当
初
、
週
に
一
度
は

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
練
習
を
兼
ね
て
、
音
域
の
広
い
さ
ま

ざ
ま
な
曲
を
約
一
年
間
弾
き
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
贈

者
は
ピ
ア
ノ
の
反
響
音
に
対
し
、
床
に
ペ
ル
シ
ャ
絨

毯
を
敷
い
た
り
、
蜂
の
巣
構
造
の
木
造
敷
物
を
試
し

た
り
と
音
響
効
果
の
試
験
に
は
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
終
的
に
、
一
番
良
い
音
が
出
る
現
在
の

位
置
に
固
定
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
平
成
一
四
年
の
年
末
、

近
隣
在
住
の
有
名
な
ピ
ア
ノ
奏
者
が
こ
の
ピ
ア
ノ
に

魅
了
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
デ
イ
ア
で
演
奏
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
月
一
回
の
夕
べ
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
、

時
に
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
早
六
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

入
院
中
の
患
者
様
、
外
来
の
患
者
様
、
そ
し
て
、

近
隣
の
方
々
を
含
め
、
多
く
の
方
に
感
動
を
与
え
ら

れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
中
で
も
思
い
出
深

い
の
は
、
当
院
に
長
く
入
院
さ
れ
て
い
た
九
〇
歳
を

超
え
る
ご
婦
人
で
す
。
そ
の
方
は
い
つ
も
演
奏
会
を

楽
し
み
に
さ
れ
、
特
に
、
か
つ
て
母
上
が
弾
い
て
い

た
「
舞
踏
会
の
夕
べ
」
の
演
奏
を
心
待
ち
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
毎
回
、
担
当
看
護
師
に
車
椅
子
を
押
さ

れ
、
二
階
の
コ
リ
ド
ー
か
ら
聴
き
入
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
演
奏
会
の
翌
日
の
リ
ハ
ビ
リ
は
思
い

の
ほ
か
進
み
、
理
学
療
法
士
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

音
楽
療
法
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
そ

の
効
果
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
演
奏
者
に
は
世
界
的
に
有
名
な
方
も

多
く
、
当
院
医
師
の
紹
介
や
口
コ
ミ
も
あ
り
、
す
で

に
百
名
を
越
え
ま
し
た
。
演
奏
予
約
は
二
〇
一
〇
年

の
二
月
ま
で
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
ベ
ー
ゼ
ン

ド
ル
フ
ァ
ー
の
魅
力
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
山
王
病
院
事
務
部
　
演
奏
会
担
当
者
）
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

〜
実
習
生
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

学
生
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
放
射
線

室
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

我
々
診
療
放
射
線
技
師
は
院
内
で
最
も
高
額
な

医
療
機
器
を
扱
い
管
理
し
、
業
務
に
従
事
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
金
額
た
る
や
億
単
位
の
も
の
も
多

く
、
故
障
し
た
場
合
の
修
理
費
用
も
高
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
日
頃
か
ら
の
管
理
が
重
要

で
す
。
業
務
範
囲
は
広
く
、
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科

の
オ
ー
ダ
ー
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
撮
像
だ
け

で
は
な
く
、
腫
瘍
等
の
放
射
線
治
療
に
も
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
装
置
数
二
五
台
を
技
師
一
七
人
で

「
効
率
よ
り
安
全
！
」、
常
に
安
全
第
一
を
大
切
に

考
え
て
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

放
射
線
・
情
報
科
学
科
の
実
習
は
、
三
年
生
が

九
月
末
か
ら
一
一
週
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
実

施
し
て
お
り
ま

す
。学
生
に
は
、

学
生
自
身
に
よ

る
「
報
告
・
連

絡
・
相
談
」
を

徹
底
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
班

長
を
中
心
に
朝

礼
・
終
礼
を
実

施
さ
せ
て
お
り

ま
す
。
一
人
が

耳
よ
り
な
情
報

を
得
る
だ
け
で
な
く
、
実
習
生
全
員
で
共
有
す
る

よ
う
に
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
し
て
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い

る
の
で
す
。

ま
た
、
各
学
科
の
四
年
生
が
夏
休
み
期
間
に
、

毎
年
関
連
職
種
連
携
実
習
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
実
習
開
始
当
初
、
私
達
は
他
職
種
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
看
護
部
門
と
の
連
携
し
か
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
看
護
以

外
の
職
種
の
方
か
ら
も
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
画
像

の
見
方
を
知
り
た
い
」、
あ
る
い
は
「
検
査
時
の

被
ば
く
量
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
フ
ィ
ル
ム
を
集

め
て
わ
か
る
範
囲
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
他
の
職
種
の
方
と
画

像
を
介
し
て
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
更
に
連
携
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

（Picture
A
rchiving

and
Com
m
unication

System

）《
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
》
の
導
入
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
院
内
の
職
員
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
参
照
端
末
モ
ニ
タ
ー
が
設
置

し
て
い
る
場
所
で
画
像
を
見
る
こ
と
が
容
易
に
な

り
ま
し
た
。
我
々
の
撮
像
し
た
画
像
情
報
を
利
用

す
る
職
種
の
方
が
、
今
後
益
々
増
え
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
か
ご
に
乗
る
人
、
担
ぐ
人
、
そ
の
ま
た
わ
ら
じ

を
作
る
人
」
の
こ
と
わ
ざ
の
ご
と
く
他
職
種
間
で

互
い
に
相
補
す
る
連
携
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

実
習
は
「
見
た
り
」「
聴
い
た
り
」「
感
じ
た
り
」

「
触
れ
た
り
」
す
る
こ
と
で
感
化
さ
れ
、
自
分
自
身

を
向
上
さ
せ
る
最
高
の
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
習
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
放
射
線
室
　
松
村
義
光
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

第
六
回
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
三
田
病

院
・
山
王
病
院
合
同
医
療
連
携
懇
談
会
開
催

七
月
一
四
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お

い
て
、
六
回
目
と
な
る
「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
、
恒
例
の
「
三
田
病
院
・
山
王
病
院
合
同
医
療

連
携
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
田
病
院

と
し
て
は
四
回
目
の
開
催
と
な
り
、
一
昨
年
よ
り

山
王
病
院
と
合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
谷
修

一
学
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
医
療
連
携
室
長
で
あ

る
真
船
健
一
副
院
長
の
司
会
の
も
と
、
三
田
病
院

が
四
月
よ
り
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療

政
策
部
長
の
吉
井
栄
一
郎
様
に
「
東
京
都
が
ん
対

策
推
進
計
画
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
に
北
島
政
樹
院
長
に
よ
り
「
三
田
病
院
の

東
京
都
が
ん
認
定
診
療
病
院
と
し
て
の
取
り
組
み
」

が
紹
介
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
が
ん
診
療
の
中
核

的
医
療
機
関
と
し
て
よ
り
一
層
の
体
制
整
備
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
く
医
療
連
携
懇
談
会
で
は
、
開
会
に
先
立
ち

「
病
院
紹
介
ビ
デ
オ
」
で
病
院
の
紹
介
が
な
さ
れ
、

高
木
邦
格
理
事
長
、
四
月
よ
り
新
た
に
山
王
病
院

院
長
に
就
任
し
た
堤
治
院
長
の
挨
拶
で
開
会
と
な

り
ま
し
た
。
ご
来
賓
を
代
表
し
て
港
区
医
師
会
会

長
の
厚
治
秀
行
先
生
の
ご
挨
拶
、
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
中
央
病
院
院
長
の
土
屋
了
介
先
生
の
乾
杯
の

音
頭
と
続
き
ま
し
た
。

会
は
途
中
、
正
面
ス
テ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
ビ

デ
オ
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
医
師
紹
介
な
ど
を

盛
り
込
み
な
が
ら
、
盛
況
の
う
ち
に
進
み
、
山
王

病
院
副
院
長
で
あ
り
、
四
月
よ
り
三
田
病
院
呼
吸

器
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
に
も
兼
任
と
な
っ
た

奥
仲
哲
弥
教
授
の
中
締
め
ま
で
、
終
始
活
発
な
交

流
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
三
田
病
院
と
山
王
病
院
が
さ
ら
に

連
携
し
、
地
元
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。

医
療
安
全
推
進
週
間

今
年
の
医
療
安
全
推
進
週
間
（
厚
生
労
働
省
制

定
・
毎
年
一
一
月
二
五
日
含
む
日
曜
か
ら
土
曜
ま

で
の
一
週
間
）
を
前
に
、
三
田
病
院
で
は
医
療
安

全
対
策
室
が
中
心
と
な
り
、
研
修
会
開
催
な
ど
医

療
安
全
に
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
二
回
目
と
な
る
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
訓

練
）
研
修
会
に
は
、
四
日
間
で
述
べ
一
九
一
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
現
場
に
潜
む
様
々
な
危
険

と
そ
の
具
体
的
対
策
を
皆
で
考
え
、
活
気
あ
る
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
安
全
標
語
の
募
集

も
行
い
、
今
年
の
最
優
秀
賞
と
な
っ
た

『
も
う
一
度
念
に
は
念
の
チ
ェ
ッ
キ
ン
グ
』

を
一
人
ひ
と
り
が
医
療
安
全
に
取
り
組
む
標
語
と

し
て
掲
げ
、
今
後
も
安
心
・
安
全
の
医
療
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
杉
田
由
紀
）
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臨
床
医
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▼　国際医療福祉大学 福岡看護学部［看護学科］
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▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/

▼　百道浜準備本部　1092-832-1182

■特色

施設インフォメーション
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際
医
療
福
祉
大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
手
に
し
な

が
ら
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
作
業
療
法
士
と
別

れ
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

化
研
病
院
に
は
病
棟
看
護
師
を
始
め
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
、
放
射
線
室
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
部
署
で
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
で
学
び
夢
を
実
現
さ
せ
た
先
輩
た
ち

が
多
数
活
躍
し
て
お
り
、
病
院
に
は
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
）

心
臓
血
管
外
科
部
長
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

小
坂
眞
一
先
生
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

心
臓
病
の
９
割
は
防
げ
る

・
心
臓
病
の
種
類
と
手
術

・
血
圧
は
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
い
い

・
脂
質
異
常
症
の
新
し
い
定
義

・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
値
は
６
・
５
％
以
下
に

・
タ
バ
コ
一
日
一
箱
で
４
・
２
倍
の
危
険

・
日
本
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
民
族

・
一
週
間
五
万
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
腹
六
分
目
の
二
食
半
で
十
分

・
腎
臓
、
歯
、
脱
水
、
睡
眠
の
盲
点

・
心
臓
と
腎
臓
は
双
子
の
臓
器

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち

看
護
師
就
職
説
明
会
実
施
、
シ
ー
サ
イ
ド

も
も
ち
の
新
病
院
を
見
学
！

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
は
、
八

月
二
〇
日
グ
ル
ー
プ
病
院
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

看
護
師
の
た
め
の
「
看
護
師
就
職
説
明
会
」
を
シ

ー
サ
イ
ド
も
も
ち
（
福
岡
市
）
に
て
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
専
門
学
校
で
あ
る
、
福
岡
国
際
医

療
福
祉
学
院
（
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
）
の
も
も

ち
国
際
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た
説
明

会
に
は
、
来
年
春

卒
業
予
定
の
看
護

学
校
生
、
あ
る
い

は
既
卒
の
看
護
師

の
方
約
一
〇
〇
名

が
参
加
、
学
院
に

隣
接
し
て
建
設
中

の
新
病
院
や
高
邦

会
の
各
病
院
に
つ

い
て
の
説
明
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
病
院
の
久
保
田
潮
美
看
護

室
長
は
「
新
し
い
病
院
作
り
は
大
変
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
先
に
は
三
つ
の
Ｋ
、
感
動
、
感
激
、

感
謝
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

説
明
会
後
は
、
福
岡
タ
ワ
ー
展
望
室
へ
移
動
、
病

院
の
建
設
現
場
を
、
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
写
真
）。
グ
ル
ー
プ
の
専
門
学
校
生
は
も
ち

ろ
ん
、
九
州
各
地
そ
し
て
関
東
地
区
か
ら
の
参
加

者
も
お
り
、
も
も
ち
の
新
病
院
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

「
が
ん
化
学
療
法
」
を
学
ぶ病

院
長
　
税
所
宏
光

が
ん
医
療
の
重
み
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
最

近
そ
の
医
療
内
容
は
新
し
い
治
療
法
を
加
え
つ
つ
、

日
進
月
歩
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
化
学
療
法
は
、

分
子
標
的
薬
な
ど
新
し
い
薬
剤
の
開
発
も
盛
ん
で

あ
り
、
治
療
成
績
も
年
毎
に
向
上
が
み
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
集
学
的
治
療
の
他
に
、
化
学
療
法
を

柱
と
し
て
が
ん
治
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
診
断

か
ら
治
療
ま
で
包
括
的
な
診
療
を
め
ざ
し
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
化
学
療
法
の
概
要
、
さ
ら
に

複
雑
化
す
る
副
作
用
の
知
識
、
そ
し
て
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
診
察
に
つ
い
て
、
病
院
全
体
で
レ
ベ

ル
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
時
宜
に
応
じ
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
お

り
ま
す
。

第
一
回
は
九
月
二
四
日
、
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ

ー
外
来
化
学
療
法
科
部
長
の
辻
村
秀
樹
医
師
に
よ

る
「
外
来
が
ん
化
学
療
法
シ
ス
テ
ム
構
築
の
要
点

と
課
題
」、
第
二
回
は
一
一
月
一
八
日
、
杏
林
大
学

腫
瘍
内
科
教
授
の
古
瀬
純
司
医
師(

当
院
非
常
勤)

に

よ
る
「
が
ん
化
学
療
法
の
実
践
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
は
消
化
器
・
呼
吸
器
な
ど
各
論
を
具
体

的
に
掘
り
下
げ
病
院
全
体
で
チ
ー
ム
医
療
に
取
り

組
む
姿
勢
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
夢
は
作
業
療
法
士
！
」

母
親
の
薦
め
で
作
業
療
法
士
に
な
る
夢
を
持
っ

た
市
川
市
内
中
学
二
年
の
女
子
学
生
が
、
化
研
病

院
で
二
度
に
わ
た
る
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
作
業
療
法
士
の
か

た
わ
ら
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
方
や

あ
ま
り
反
応
の
な
い
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
の
作

業
療
法
に
接
す
る
中
で
、
ま
す
ま
す
夢
を
実
現
さ

せ
る
決
意
を
固
め
た
様
子
。「
自
由
に
体
を
動
か
せ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
は
素
晴
し
い
。
一
緒

に
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
作
業
療
法
士
を

目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
国

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

福岡看護学部　看護学科が誕生します！
「天神」という最高のステージで未来の夢がひろがる。
2009年4月、アジアの文化・学術の中心都市であり、九州の中枢都市である福岡市の中心地、
天神エリアに国際医療福祉大学の新キャンパスが誕生します。
看護学科を置く4年制大学は天神初。
さまざまな人やモノ、情報が行き交うエネルギッシュなこの街で、あなたの夢を叶えませんか。

急速に進む少子高齢化や、高度化・複雑化する医療の現場では、さまざまなニーズに的確に対応できる、応用力のある看護師
と保健師が求められます。本学部では、チーム医療の一員として活躍できる高度な知識と技術を身につけることはもちろん、豊
かな人間性と広い視野を持つ人材を育成します。4年間を通して、生命尊厳への畏敬の心を持ち、人間愛を深め、調和のとれた
社会人を育成します。
■人間存在の探求
統合体としての人間を理解する。
看護・看護学は人間を対象とする実践であり学問です。人間理解
はそのスタートであり、人間理解を深めていくことは永遠のテーマ
でもあります。
■看護理論と実践の統合
学際的看護を探求する。
医療に対する要求が多様化する時代だからこそ、高度で専門的な
看護知識が求められます。看護理論を身につけることで、複雑な臨
床場面でも何が重要かを見極めることができるようになります。
■在宅ケアシステムの構築
社会の変化に柔軟に対応する。
急速に進む高齢化とともに保健医療を取り巻く環境も変化してい

くため、柔軟な対応が求められます。また、天神地区における都市
型災害の拠点として機能できるように、災害時のシステム構築など
教育機関としての発展もめざします。
■多文化交流の推進
国際社会に貢献する。
看護をはじめとする医療分野の教
育研究には、国際化が重要な課題で
す。日本国内にとどまらず、世界で
活躍する看護専門職者の育成が求め
られています。福岡看護学部では、日
本やアジアの医療に深い興味を持ち、
国際化に対応できる人材を育成しま
す。

■メッセージ

■Power of Tenjin Area

奥深い魅力を持つ看護、自立した専門職、生きがいのある看護の仕事を選んでみませんか。
現代の私たちの社会は、より人間らしい生き方ができる社会環境、つまり、人が豊かに生きる社

会の再構築が強く求められています。加えて、高齢化社会の本格化とともに、保健・医療・福祉の
あり方が根本的に問われるようになりました。そこで、専門知識と豊かな社会性を持つ看護師・保
健師が他の専門職と協力し責務を果たすことが必要になります。
福岡看護学部は、これからの社会が求める人材、国際性に富む教養を持ち、地域社会や世界で活

躍できる専門家を育成するために開設されます。大学時代の4年間は、人の一生にとってきわめて大
切な時期です。この時期にどれだけの出会いがあり、一人ひとりに役立つ教育を受けることができ
るか、それは皆さんの大学選びにかかっています。福岡看護学部は、高等教育機関として、人間へ
の深い理解と確実な倫理観を基に、保健・医療・福祉の統合的視野を踏まえたカリキュラムを用意
しています。「学ぶ喜び」を分かち合えるように、教職員一同あなたの可能性を応援します。

■Access
西鉄福岡（天神）駅からも徒歩約8分の好立地
福岡の中心地・天神は、バス、地下
鉄、西鉄電車など交通アクセスに優れ
ています。本学部は天神北エリアに位
置し、静かな環境でありながら、西鉄
福岡（天神）駅から徒歩約8分。遠方
からもさまざまな公共交通機関を利用
して通学することも可能です。

■Trend
グルメ、ファッション。福岡のトレンド発信地
百貨店やファッションビル、オフィスビルが立ち並ぶ天神は、グ
ルメ、ファッションなど、あらゆる流行と文化の発信地。ラーメン、

もつ鍋、明太子など、おいしい食べ物のお店は数知れず。また、た
くさんのセレクトショップはおしゃれに敏感な人たちでにぎわって
います。

■Culture
美術館で芸術鑑賞したり、
オープンカフェで楽しく過ごす
おしゃれなショップや観光スポット
が満載だからこそ、放課後の過ごし方
もさまざま。須崎公園に隣接する福岡
県立美術館で芸術にふれて感性を磨い
たり、西通りや大名の個性的な店でシ
ョッピングしたり、カフェでおしゃべ
りしてリフレッシュできます。

小田正枝　
福岡看護学部長（就任予定）
西南女学院大学保健福祉学部教授を
経て、来春から福岡看護学部長に就
任予定。日本看護診断学会副理事長、
九州看護理論研究会会長。
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、 の774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

新宿区長けやき園来訪
敬老の日を控えた去る九月九日、特養入所者で103歳を迎えるＭＴさん

の長寿を祝って、中山弘子新宿区長（写真左）が、けやき園を訪れました。
ＭＴさんは毎年区長の訪問を受けており、姪御さんと共に懐かしそうに

団欒され、また、しっかりとした口調で、施設の食事やサービス内容等に
ついて区長に報告されました。予期せぬことでしたので、近くに居た職員
は冷や汗ものでした。
その後、区長は同じユニットの方々と

記念写真に収まり和やかな交流の後、つ
ぎの訪問先に向われました。
けやき園の入所者平均年齢は86.5歳です
が、長老ＭＴさんの要望をしっかり受け
止め、皆さんに喜んで頂だける施設創り
に、職員一同決意を新たにした一日でし
た。

お知らせ IUHW Hot News

国際医療福祉大学アワー
特集！大学祭

栃木本校で開催された「風花祭」を特集します。今年の
テーマは『笑顔のもとに～no more cry～』。人を相手とする

保健医療福祉の現場では、｢笑
顔｣は一番大切なことです。イ
ベントや学内展示、模擬店や
ステージなど大賑わいのプロ
グラムを、新レポーターの定
本有加さんが紹介します。

社会福祉士受験講座
試験日：2009年1月25日（日）

身体的・精神的に障害のある人や高齢者などの福祉に関
する相談を受け、指導や助言、援助を行う社会福祉士は、厚

生労働大臣認定の国家資格
のひとつです。また、社会
福祉士は社会的に注目を集
める資格として、今後の社
会に大きな役割を期待され
ています。
※2010年から試験科目大
幅増！13科目→19科目

介護福祉士受験講座
筆記試験日：2009年１月25日（日）
実技試験日：2009年３月１日（日）

介護保険制度改革、障害者自立支援法施行、高齢者医療
制度改革、権利擁護制度見
直しなど、様々な社会潮流
の変化が、出題に反映され
ます。過去20回の出題傾向
を徹底的に分析、効果的な
学習が可能です。また、実
技試験の過去問題が全て見
られます。

専門医にきく
肺がん治療の最新情報とこれから

医療機器の開発や治療技術の進歩とともに選択肢が増え
てきた肺がんの治療について、各専門領域の最新の情報を
お届けします。それぞれの治療法の評価と可能性を専門医

に聞きながら、ベストな治
療の選択を考えます。
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◆ ◆インターネット
774視聴者特典として、受験講座を医療福祉eチャンネル（http://www.ch774.com/）で無料配信中！
フリーダイヤル・Ｅメール（下記参照）で、お客さま係までご連絡ください。ユーザーＩＤ・パスワードをお知らせします。

実技試験の模範演技と詳しい解説鈴木五郎氏（本学医療福祉学部長・教授）

元気はつらつの定本有加さんが
ご案内します。

（左から）土屋了介氏（国立がんセ
ンター中央病院　病院長）
馬場雅行氏（放射線医学総合研究
所重粒子医科学センター病院　治
療課長）
奥仲哲弥氏（山王病院　副院長）

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、 専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（このほかに、 加入料･･･2,940円（初回のみ）・ 月額基本料･･･410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合わせください。

●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（株）医療福祉総合研究所　お客さま係　Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山1丁目タワー　４階

この番組はインターネットでも
ご覧いただけます。
http://www.iuhw.ac.jp/movie.html


